




























































































































高コレステロール血症の治療を例にしたξBMの実践

で評価することができる[3] (表3)0 関連性とは，

その情報が患者の疑問にどれほどぴったりするか，

妥当性とは情報そのものがどれほど正しいか，とい

うことである。関連性が高いほど，妥当性が高いほ

ど援れた靖報と言える。しかし情報過多の現状では，

その次の労力という点が最も重要である。どんなに

関連性が高く妥当な清報も，何ト11寺関も何万円も費

やさなければ得られないというのであれば，結局は

役に立たない。少ない労力で集められる情報でなけ

れば現実的でないという点を明確にしたところが

EBMの重要な:持鍛であるC 繰り返しになるが，情

報が存在するだけではだめで，常にf云える，使うた

めの労力の軽減の考惑が必要ということである。

具体的な'1官報源としては，年3隠!の改訂を実現し

ているCD-ROM版の教科書であるUpToDate[4]， 

信頼性の高い情報を集めた二次資料で、あるClinical

Evidence [ 5 ]， Cochrane Library [ 6 ]， Best 

Evidence [7]，法学文献の最大のデータベースで

ある MEDLINEなどがある o MEDLINEの検索は，

やや労力が大きく，実際に読める量の論文に絞り込

む手間が大きいという欠点があるが，併も情報が出

てこないということはあまりない。それに対し，

UpToDate， Clinical Evidence， Cochrane Library， 

Best Evidenceの情報は，検索の労力が大幅に軽減さ

れ，妥当性の高い清報が得られるが，自分の疑問に

ひ。ったり関連する晴報がない場合もまだまだ多い。

大切なことは，少ない労力で質の高い清報を効率的

に集めることであり，問題を解決するための最も効

率的な手法，端的に言えば，無理がなく生援続けら

れるような楽な勉強i去を模索していくことがEBM

の実践にとって重要である。

Step 2-2 情報源の検索の実際

Clinical Evidenceを検索すると，高コレステロー

ル血症の薬物治療について記載がある。 HMGCoA

reductase inhibitorの効果を検討した 5つのランダム

化比較試験を引用し，心筋梗塞のベースラインのリ

スクが少ない患者の死亡に対する効果は明確で、はな

口

いと結言命している。このうちの lつはこれまでにJ心

筋梗塞を起こしていない高コレステロールlIll症の患

者を対象にした論文 (WOふCOPS) [8]で、あった。

そこでこの論文を次のステッブで批判的吟味するこ

とにした。

Sをep3

寵報の批判的吟味

MEDLINEで、検索を行って論文を選んだ場合，入

した医学論文などの情報が治療の根挺として妥当

であるか検討することが必要である。論文の示す事

は， r真実jであるか， r偶然jの結果であるか，
fバイアスjの結果であるか，のどれかである。バ

イアスは日本語では偏りと訳されることが多いc

偶然の結巣については統計ー学が正しく議用されて

いるかどうかを吟味し，バイアスについては，論文

中の方法の項に記載されている研究デ、ザインを検討

表4 一般的な論文の批判的吟昧の公式

研究仮説は明猿か

論文のPatient，Exposure， Outcome はf可か

研究規模の設定法が述べられているか

仮説1こ対応した解析がなされているか

デザインに却した統計手法が用いられているか

表5 介入研究の批判的吟味の公式

第一のガイド

ランダム化比較試験か

解析時にもランダム化が守られているか

追跡率

intention to treat analysis 

第二のガイド

情報が独立して評価されているか

患者司医者，研究者

評価の対象外の治療カf等しく行われているか

両群の管景がそろっているか

61 



62 

Japanese Journal of Computer Science Vo1.7， No.l， 2002 

口隆思議議

することで，判断できる。一較的な論文の吟味の公

式と，治療についての論文を吟味する公式を表に示

す(表4宅 5宅 6 )。これらのポイントは必要最小

限のもので，これらのチェックで漸く批判的吟味の

入り口に立ったに過ぎない。個々のEBMの実践者

がこの批判的吟味をどれだけ実践できるかは大きな

問題である。ここを乗り越える lつの方法は，批判

的吟味には深入りせず，第3者の手で批判的吟味の

プロセスを経たBestEvidenceやCochraneLibraryな

どの情報源をうまく利用することである。

WOS-COPSの結果(表7)は，薬物治療により

統計学的にも有意に心筋梗塞を31%減少 (95%信

頼亙関 17-43%) させ， 5年間の治療必要数42人

(28-94)であることを示している。しかしこの結果

を少し違う角度から検討すると，治療をしても 31% 

しか心筋梗塞を予防できない 5年間41人が薬を無

表6 介入研究の結果を読むための公式

1. 研究1&説Lこ沿って読む

2。 相対危険で見る

3. 治療必要数で毘る

4. 信頼震調で見る

5. 治療群のイベント発症率で見る

6. 非治療群のイベント非発定率で昆る

表7 入手した論文の結果(心筋梗塞について)

WOS-COPS (1995) 

対象者 45-64歳の高コレステロール患者(男性)

血清LDL儀 155mg/dl以上

介入方法 pravastatin 40mg 

追跡期罷 平均4.9年

ITT解析 なされている

心筋梗塞に対する効果

相対1)スク減少率 31% (17-43) 

治療必要数 (5年額) 犯人 (28・94)

治療群での発症率 5.5% 

非治療群での非発症率 92% 

駄に飲まないと 1人の心筋梗塞を救えない，薬を飲

んでも 5%以上は心筋梗塞になり，欽まなくても

95%は心筋梗塞にならない，と読むこともできる。

S主ep4

患者への漣応

Step3で、は論文の妥当性の吟味を行ったが，論文

の結果というものは，あくまで研究の対象となった

患者全体に対するものであり，この論文以外の対象

者にこの結果が妥当性を持っかという検討が必要に

なる o Step3は，情報そのものの妥当性(内的妥当

性)の吟味， St巴p4は情報の患者に対する妥当性

(外的妥当性)の吟味と言い換えることができる。

WOS-COPSの結果によれば 1人の心筋梗盆を

予防するために治療することが必要な患者数(治療

必要数NumberNeeded to Treat : NNT)は42人で、あ

った。しかしこの数字は論文の対象者における治療

必要数で，心筋梗築の擢患、率が低い呂本においては，

日本人の擢患率で計算し直す必要がある。最近の日

本の研究[9 ]における日本人の心筋梗塞患者の擢

患率からNNTを計算すると， 500A以上/5if三とな

るO 論文のNNT42からするととてつもなく大きな

数字である O さらにシナリオの患者では，女性で，

喫埋もなければ，肥満もない，まして食事や運動に

もかなり気を付けているという患者である。そのよ

うな患者におけるNNTはおそらく 1000人を越える

であろう o 30%心筋梗塞を減らすといっても，この

ような状況で薬物治療を開始することには大きな疑

問がある。

個別の患者への適応を考えた場合， Evidenceが示

すものは不確実である。全体としては心筋援事が少

なくなる治療法であっても，その患者の心筋梗塞が

予防できるかどうかは誰にもわからない。わからな

い上に現実は1000人以上治療して 1人心筋梗塞を予

防できるに過ぎない。さらに心筋梗塞が少ない地域

では，脳出血などの増加により死亡に対してはむし

ろ増やすという報告 [10] もある。

われわれにできることは，個々の患者に対する



高コレステロール血症の治療を例にしたEBf¥;1の実践

Evidenceの不確実さを認識したうえで靖報を提示

し，個々の患者にとって最も有援と考えられる医掠

サービスを提位していくことである o EBMの昌的

はi;Jとして医療の標準化ではない。すなわち制加化こ

そがEBMの目的であり，その個別のi京療提供こそ

臨司ミ医治宝しなくてはならないことである。

εBMの実践によって得られる情報は日の前の患

者そのものについてのものではないo EBMの実践

によっても‘自の前の患者にとって何が最善の

かは不確実にしかわからない。これは逆説的である

が， EBMを実践しているわれわれの実感である c

EBMの実践により‘ EIのHiiの患者に対して何が最

なのかはっきりとはわからないことカえはっきり

とわかるのであるc

これらの実践の詳細については，主任者五BM実践

ワークブック [ll]を参照していただければ幸いで

ある。

口
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「第13囲自本コンビュータサイエンス学会春期学箭集会j報告

1.実施概要

関共{佳:尚美学園大学

21世紀地域構想研究会

SOHO医療研究会

AFT (Act For Telework) 

璽テーマ:どうして増えない自本のSOHO

盟会期:2000年5月28任(日lIiff日)10:00 ~17:30 

盤会場:テルモ株式会社渋谷区幡ケ谷2-44ぺ

震護学術集会事務局:

会頭

副会頭

事務局長

事務局次長

企画委員

運営委員長

村山恭平

鈴木康生中村哲生鹿島彰彦

高瀬義昌

柴崎利勝:野口忠志君[)百1

西事II彦

石井留雄

2事務局 株式会社ネクサス ヤ 131-0032黒田毘東向島ふ10-16Fax 03四5630-3431

露思本コンビュータサイエンス学会事務局

*会報*

財団法人学会事務センタ一 千 113-8622文京区本駒込ふ16θγe103-5814づ810Fax 03-5814-5820 

2.関鎧にあたって

会頭村山恭平

SOHOとは，ある意味でとても面白い概念です。

Small Office Home Officeを痘訳して，在宅ないし小規模事務所としても，普通に考えられているSOHOのイメ

ージとはかけ離れた感じがします。たとえば在宅事務所と言っても，八吉原ーのおばはんがちゃぶ台で売り上げi援

をつけているのをSOHOとは言わないでしょう O そもそも， SOHOの定義がはっきりしていないのが現状です。

そこで，次のような定義を考えてみました。

1)大きな知的生産システムの一翼を担う

2)せいぜい10名以下の人民しか常駐しない

3) システムの地の部分と頻繁にi情報交換をする
以上のことを前提に設立された事務所。

また，訳としては， r在宅または小規模連絡事務所Jで「宅連」を!日告語とすることを提案します。当日はこの話
も当然議論になると思います。一方，通勤地獄の解消。省エネ。主婦，老人，障害者の就労。過密過醸の緩和。

と，少し考えただけでもメリットの多そうなこのSOHOが，日本では一向に普及する兆しがありません。

今回のパネルデイスカッションでは，システムの提供者，さまざまな現場のユーザーそしてSOHOの研究者を

交えて， SOHOとは何か? 自本でSOHOが普及するための条件とはどのようなものか? について考えていき

たいと思います9

3. プログラム擁要

09:25-09:55 学会総会(学会会員限定)

10:00-10:05 会頭挨拶村山恭平

J話待講演(その1)
10:10-10:50 日本におけるSOHOの現状j定王子誠(尚美学園大学)

10:50-11 :30 ;涯療におけるSOHOJ中村哲生(大塚クリニック)
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ポスター発表概説

?インターネットアクセサビリティーの向上についてj鍛冶哲也

f手書き文字認識技術による電子カルテの作成についてj高木和久

f在宅産療用データベースとCTIシステムj中村哲生
日高死亡データから発癌環境因子を抽出する統計モデルj葉山宣j乱

?ドリームキャストを利用した教育用ネットワークについてj村山恭平

11 :50-12:50 昼食休憩兼ポスター展示

招待講演(その2)

13:00同13:50

13:50-14:40 

14:40-15:30 

15:30-16:20 

16:30但 17:30

17:45-

[招待講漢1] 

『有総放送と未来のSOHOj古IIJ奇正弘(郵政省)

fISDNと未来のSOHOj長谷部厚(株式会社エヌ・ティ・ティ エムイーコンサルティング)

ドリームキャストとSOHOの未来j西和彦(株式会社アスキー)

fまとめ SOHOが普及するための条件j村山恭平(尚美学国大学)

総合討論

懇親会 (1播ヶ谷賠辺にて)

f日本におけるSOHOの現状j

定平誠(尚美学関大学)

情報通信システムの進展により SOHOというテレワークのあり方に強い関心が寄せられている。最近では， Jji 

に企業における新たなワークスタイルとしての位置づけに留まらず，起業家，自営業者，さらには女性や高齢者

などの就業機会としても注召されるようになり，社会的観点からも SOHO推進の意義は大きく捉えられるように

なった。 郵政省，労働者等でもモデル的な事業を行うなど，関係者)1'および地方自治体等によっても積極的な施

策が展開され始めたc特に地方ではテレワークセンターを設置し，次世代を担う新たな産業の創出としてSOHO

にかかる期待は大きい。人口過疎だ、けの問題ではなく，知的過疎を妨ぐ一方策としてSOHOを始めとするテレワ

ークを地域に普及させ，労働集約型の産業から知的集約型の仕事のある街の創出を図り，地域活性化しようとい

うものであるO

そこで，本講では， I日本におけるSOHOの現状Jというテーマに， SOHOの現状， SOHOの魅力， SOHOの実
際，分散から集約を求めるSOHO，テレワークセンターの役割について考究する。

殻生活におけるSOHOの普及が遠隔壁療を拡大するj

中村哲生(堕療法人社図書記明会 大塚クリニック)

過去，テレビ電話を使った在宅医療や介護の効果について発表された事例は非常に多い。また，教育分野，行

政分野，ビジネス，エンターテインメントなど，各分野において独患の研究を進めており，その期待の高さが窺

われる O しかし， SOHOの普及は連日，新開記事を賑わせている割に特定の技術を持った人々にのみ進んで、いる

ようで，なかなか一般の生活にはとけ込んでこない。

事実，在宅医療の現場で忠家と診療所，または患家と監師自宅の空間的な距離を縮める手段は必要であり，

SOHO毘療を必要としているにも関わらず，進んで来ないのは何が原因なのだろうか? それは各分野がバラバ

ラで開発をすることで特定の専門分野にのみ龍用されており，特に医療，福祉の分野で、はその効果がわかってい

ても普及を妨げてしまっているのであろう O

遠隔医療の事例をみると f患者さんと医師のホットラインjというようなくだりを自にすることが多い。この
ホットラインが普及を妨げているのである O 結局，患者さんは，テレビ電話を導入しても診療所以外のところで

はテレビ電話を使用しないのである。丹に数回しか使用しないものに数万円をかけるかどうか，患者さんと家族

の価錨観でそれが高いか安いか決まってくる。テレビ電話を使用したネットワークとは本来，医療だけを対象と

はせず，生活全般に関わるネットワークでなければならない。
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ここで在宅匿療とは全く異なった業種でのテレピ電話の使用例を2つご紹介したい。

マルチメディア属性者支援事業(東京都!な関谷註)

1)テレど電話を使用し，高齢者i出苦と近隣の商店街， }庖苫舗等を結んだ
2幻)マjルレチメデイアピレツジ寺事3業 (福島l県県葛}尾毛村)

*愈幸喜*

村内の全戸にテレビ電話を配置， I去療，福祉，教育，行政など様々な分野での利用実験を行う

上記の例は実験ではあるが，将来SOHOが普及した時点ではごく当たり前の生活に却した本米あるべく SOHO

の形態となるのではないだろうか。 1999年末にテレピ電話は51万世帯に普及しているc また， SOHOに関する媒

体は，各メーカーから安価で操作の簡単なものが続々と新商品としてラインナップされている O これまではメー

カーサイドの忠惑によって進んできたSOHOであるが，今後は消費者の使用iヨMJにあった，生活者のための
SOHOが本来の姿として普及し，その一部としてSOHO医療も発展していくのではないだ、ろうか。

{ポスターセッション}

5インターネットアクセサピリティーの向上についてJ
鍛冶哲也(株式会社エヌ・テイ・ティ エムイーコンサルテイング)

書籍の注文やホテル，航空券，レンタカーの予約，就職・就労情報の収集等，インターネットが実用的な手

段になってきた。それはもはや研究のための情報収集の一手段ではない。テレどや新聞，電話や郵便のようにEl

常的なメディアとなるのはそんなに先のことではないだろう。

一方毛高齢化が急激に進行する臼本社会においては，消費者として，また労働力としてのシルバ一一!な代をw定
し，社会のr:jJにそのパワーを取り込んでいく必要がある。

そのためには，情報弱者をつくらないための，博幸I{におけるバリアフリーのあり方を考癒する必裂がある。テ

レビでインターネットができる端末(わくわくステーション)によって，パソコンを党えなくてもインターネッ

トの社会に参加することがnJ能になる。「テレビのようにインターネットjが実現すれば，インターネットユー

の1!l:1tfliJの不均衡も解消する。

見るだけのインターネットではなく，控えるインターネットを目指して，東京三菱銀行とNTTふtlEは協力し

て「わくわくステーションjを利用したホームバンキングサービスを開始した。

ホームバンキング，オンラインショッピング.各種[13し込み等，インターネットが日常生活の中に浸透してい

くうえで，アクセサビリティーを確保していくことが重姿であるc

;在宅医療用データベースとCTIシステムj

木戸豊 中村哲生(医療法入社由梨I~~会大塚クリニック)

医療法入社団雲言明会大塚クリニックは，東京都豊島区で在宅医療を中心に診療を行っている無床の診療所で

ある。在宅医療を開始当初の 1年は患者数が20名程度で，医師が患者を管理することは比較的容易であった。

しかし， 30名を越えた頃から次第に，患者を管理することが国難となってきた。また，現在では，在宅総患者数が

180名に至札訪問看護ステ…ションへの指示書をはじめとし，訪問IJF~薬指導指示書，情報提供者等，年間 1700

枚もの書類の作成をしなければならなくなった。このような状態となり，独自の患者データベース作成が余議な

くなったc

大塚クリニックの在宅医療!日データベースは患者管理，訪問予定表，パイタルサインチェック表，装着器具，

訪問者護指示書などの作成からレセプトも対応、できるよう製作した。

平成10年2月にNTTがナンバーディスプレイザーピスを滞在合した。平成10年4丹に当!淀のデータベースシス

テムとナンバーディスプレイサービスを組み合わせて，電話やテレビ電話の着信11寺に当該患者データを自動的に

表示されるCTIシステムをテスト導入したc
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f癌死亡データから発癌環境因子を抽出する統計モデルj
華山宜j吉L(尚美学閤大学情報表現学科)

i*会報*

-要旨

年令×時代2元癌死亡データから時代環境に潜む癌国子の総最を推定するための単純2段階癒成長モデル

(STSモデル)を提案し，実際のデータ解析から，過去の各時代環境にどれだけの癌因子が存在したかを推定す

るO また，参照モデルとして，年令・時代・世代の3つの効来を含むAPCモデルを取り上げ， STSモデルがAPC

モデルよりも，データに対して良く当てはまることを示す。

-はじめに

分子生物学分野の研究では，悪性腫傷は，発がん物質によってDNAが損傷させられた，たった1つの細施を

起源とするクローンであるという考えが許容されている。しかし，そうだとすると，人間の体は約 1014倒の細

胞から成り立っていることを考えれば， DNAが損傷させられるのは極めて稀な出来事でなければならない。こ

のことを説明するものとしては， rDNAが損傷した細胞が癌に成長するまでには長い潜伏期間の間にいくつかの

段階を超える必要があるjという考えが一般的に支持されている。つまり，発癌因子へ暴露されると，多数の議11

砲のDNAが損傷されるが，それらの細胞が癌と診餅されるほどの悪性腰蕩へと成長するには10数年または何10

年もの期間を必要とするのである。

これまで，以ヒのような事実を説明するために，様々な統計モデルが提案されている。その rjlで，

MoolgavkarとVenzon (1979) によって提案された口段階モデルjは，これまで様々な実験データや疫学デー

タに適用され，その有意性が確認されている。このモデルでは， DNAが損傷させられる細胞数がポアソン過程

に従い，各悪性臆協のサイズが出生死滅過程に従うことを仮定するものである。

2段階モデルでは， DNAの損傷した細胞数と悪性蹟蕩のサイズに注目しているが，我々がこれから解析しよう

とするデータは，年令x時代2元癌死亡データである O そこで，本研究の自的は，このようなデータにも適用可

能な新しい形を持った2段階モデルを提案し，提案モデルを実際のデータに当てはめることにより，時代環境に

潜む癌因子の総量を推定することである O

・データ解析の結果

提案モデルの詳細については，ポスターを参照していただきたいが，提案モデルを実際の男子癌死亡データに

当てはめることにより推定した時代環境に潜む癌因子の総量を示す。
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5ド1)…ムキャストを利罵した教警南ネットワ…クについて;
高木和久(高知工業高専助教授) 村山恭平(尚美学問大学助教授)

-はじめに

わが国の情報教育は，プログラミング，ワープロ，表計算など，主としてスタンドアロン環境でのパソコン利

用を想定したカリキュラムが組まれているが，現在，最も必婆な技術であるインターネットに関する系統的な教

育は，まだ，ほとんど行われていない。

本研究においては，安値で実用的なインターネット教育環境を，ゲーム機であるドリームキャストを使って構

築することを試みることにする。

-小学校レベルでのコンピュータリテラシー

-最低5年以上先の社会に対応できる教育を求められる。

-今の普通に使うソフトは，ワープロ，メール，ネットサーブイン

現行のパソコンを入れてもコストばかりかかる。

ドリームキャスト (LAN対応版)

-本研究での数脊の方向性

インターネット的感覚(位界中型離を気にしなくてよいことなど)や，文化(フリーソフト，ネチケット，知

的所有権，セキュリティー)を理解させると同時に，タイピングなど汎用性の高いと思われる技術の習得も重視

する。

カリキュラム者先嬰

低学年 遊びで十分( ネットサーフイン(リンクのみ) ) 

中学年 タッチタイl!ング( ローマ字の導入 -4年生)

高学年 ホームページ作り( Telwebの利用)

-錆考

本研究に基づく実験教育はセガおよびアスキーの協力によって，大阪府泉佐野市立佐野台小学校で6月ごろか

ら実擁する予定である。

{詔持議j寅2]

7有線放送と未来のSOHOl
吉l崎正弘(郵政省有線放送課長)

今から3年ほど能，郵政省通信政策局でSOHOを担当していた関係上，夜、見を述べてみたい。

SOHOの定義自体，社会的に確立したものはないが，それを敢えて定義せず，単に rSMALLOFFICE， 

HOME OFFICEJ程授の認識で「なぜ我が国でSOHOが普及しないのか?Jを語ると，結論としては「成果重拐

ではなく，プロセス重視・レッテル重説」という，真の市場原理が働きにくい社会風土に尽きると思われる。

SOHOを支えるものとしては，インターネットに代表されるコンピュータ通信の発達であることは間違いなく，

そのおかげで，人類はサイパースペースでの活動も実空間に併せて行うようになった。

従来は，生産にしても消費にしても，それが財であれサービスであれ，一部の例外(通信販売)を除き，実空

間でせざるを得なかった。この結果， r*冬身雇用制度を前提にした企業一家J，r親会社と子会社の上に成り立つ
純正部品jといった生産様式が当然になり， B本型システム工学を発達させ，世界に冠たる「日本株式会社jと
しての成功を体験した。

ところが，コンピュータ通信の発達により， CALSに代表されるように，スペックをあらかじめ厳密に指定し

それに合うものだけを選択することが世界を梧手にして可能になってきた。従来の f多少高くてもイ言用がおける

知り合いの製品Jという発想ではなく， rスペックを満たすものなら誰が生産しでも構わないJという考え方に
なってきた。このような考え方に従えば，より安くより優れた製品をより早く諦達することができる。このよう
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な発想、にト分に付いていけなかったのが，日本である O 日本型システム工学の成功体験が，新たなテクノロジー

の思恵を素i哀に享受させなかったということができょう O この結果，我が国では「高コスト構造」が是正されず，

国際競争力は大i掘に弱まってしまったのであるO

最近では， f労働の流動化Jや「二重構造の是正Jは当たり前になってきたが，似たようなことは，i沼陸費者の
側のメン夕リテイにまだ

う;消詩費性向である o f自分が求めるスベツクで安くてよいものなら誰の製品でで、も構わなしい、リJというところが，ま
だまだ我が閣には希薄であり，これがSOHO発達を阻害していると自分は考えている。最近，たとえばパソコン

部品等では，サードパーテイ製のものを使うケースが自分を含めて増えてきている。 f安くてハイスペックJな
ものを選ぶのは当然で、あるが，世の中にはまだまだレッテルや包装紙を評価する気運は皆無で、はない。長い日本

の成功体験の中，消費者の選択n良が育たず，内容勝負ではなくレッテル評価になってきたことが， SOHOに限ら
ず日本経済不活性の原因ではないかと思っている。

もちろん， SOHOが我が聞で進まない理由としては，パソコンの普及度，通信料金のi認さ，そしてそれを巡る

行政等いろいろあることであろうが，一番の原因は，以上述べたところにあるように思われる。ただ，担当して

いた当時感じていたフラストレーションは，時がかなり解決してくれた。パソコンの機能もよがり安くなったた

め普及も進んできたし， ECも現実のものとしてかなり普及してきた。そのような中，現在は， f安くて迷いイン
ターネット接続jとして脚光を浴びているケーブルテレビの担当をしているが，そろそろ fSOHO擢進jの11寺を

迎えつつあるように感じている。

flSDNと未来のSOHO.l
長谷部摩(株式会社エヌ・ティ・ティ エムイーコンサルテイング)

1995年に発売された fWindows95Jによるパソコンブームは，同時にインターネットの急速な普及をもたら

した。それに1*-ってISDNは各家庭に取り入れられ，日本のデジタル化は加速していった。
IT(情報技術)を活郎したデジタル化の波は，大企業はもとより中小企業とSOHOにおいても新しいビジネス

スタイルを発展させている O

実際にSOHOにおいて，最も身近な通信インフラであるISDNやインターネット等を利用し，自ら始めたIT化

への取り組みが実を結んだ、実例も続々と出現している。

なかにはIT化によりこれまでの地域に閉ざされた頭売から取引先が世界に拡大し急成長している会社もある。

まさにSOHO，中小企業にこそ， IT活用の好機が訪れていると言える。

また， 2000年5丹に市外局番0312:域(東京23医)や大政府(一部を除く)においてサービスが拡大された

fIP接続サービス」の利用で，社員の自宅や職住近接のサテライトオフィスからの勤務形態をとるSOHOのli7}J11

も予想、される。

さらに， ITの進化に伴い光ファイパ一等を利用した通信インフラのブロードバンド化の計画も進められており，

これにより SOHO，中小企業への汀革命の波は一段と加速されるであろう O

『ド1)ームキャストを使ったSOHO.l
西和彦(株式会社アスキー取締役)

'SOHOの必要条件

1.メール

2.データアクセス

3.パソコンアプリケーション(ワープロ，表計算，プレゼ、ン，データベース)

・必要とされる環境

A. ポータブルパソコン(大メモリ，大ディスク)

B. ライトパソコン(小メモ 1)，NOディスク)

÷ 
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オンラインサーバ(大ディスク，ファイル向けOS)

仕事場所のポータピリティを考えるとBが望ましい0

.¥ドリームキャストとファーストクラスの組み合わせ

.これからの課題

1.高速インターネット対応、.

2. オーディオ，ビデオ'1寄報

イントラネット対応(ワイヤレス)

3.その地の1/0

4.パソコン，ポケコンとの連続'性

;まとめ SOHOが普及するための条件j

村山恭平(尚美学園大学長}J教授)

• SOHOを臨害する要国

文化的要国 … 師会文化 日干しくはお会いしてお話をJ
経芸，J..J、心{云心 一 言語rYJI佼意味不明瞭

通勤文化(←通学文化) 出かけるのが当然

地主rr的要注i… 狭いi茸土 日あれば誌にでも会える

交通総の発達

-i極集1=1:1←→師会可能

一 大都市開の巨大鉄道網，パス網

環境的要器 … 高い通信コスト

専用線コストの普及が前提

他人が飽つてないと持ってても意訴とが~!!fiいのが通信環境

SOHOの成功例が少ない

医療分野.情報分野，デザイン分野に期待

教育的要注i… 教育する側の意識，知識の遅れ

-対策

パソコンは使ってもネットワークを使えない教員

インターネット的発想がわからない

ネットワーク教育の環境がない

1) SOHO文化の総立・・・ SOHOの定義

(L)大きな知的生産システムの一翼を担う

(2)せいぜい 10名以ドの人員しか常散しない

(3) システムの{むの部分と頻繁に情報交換をする

2)環境の整備・・・常時接続環境の普及，低速で十分

3)教育の充実・. . SOHOの理念と発想、の教育

*金報*
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「第14回日本コンビュータサイエンス学会学術集会j報告

平成12年10月1日に第14屈コンピュータサイエンス学会学術集会が下記の要領で開慢された。学会参加者数は

約100名で，やや狭い会場はほぼ一杯となった。この会場は今回 2由民であった。

学会前に学会総会があり，法橋理事長から絢山理事長への交代と新しい学会理事体制の紹介が報告された。

学会は各分科会報告から始まり，急病で非線形複雑処理研究会の米津理事が欠席されたため，グローパルヘル

スネットワーク研究会， SOHO研究会の2研究会からの報告があった。

グローパルヘルスネットワーク研究会からは， 1公衆衛生分野において双方向性に情報は共有されるか?Jのテ
ーマで陶山新理事長の講演があった。この中では，インターネットのもたらしたワールドワイドな技術が公衆衛

生という間じく巨視的な活動をどのように変えうるかについて紹介された。

SOHO研究会からは，香取厚生省児童手当管理室長による 121世紀の医療と科学のグランドデザインjの講演

があった。行政的な立場から医療技術の推進・普及と閤民へのサービスなどの視点で靖報技術を考える視点であ

った。

続いて元医師で現在郵政省通信冊究所で情報通信技術の研究者のi判 11先生より，次世代の情報通信技術につい

て紹介があった。その中では，現在の基盤とセキュリティなど非常に重要な事項の紹介があった。特に情報セキ

ュリテイについては，従来のバケツリレー方式の情報伝達はほとんどなく IPXに直接接続されるためかなりリスク

が減っていることや，次世代の通信Z科書についての紹介があった。

午後からは一般演題が発表され，市民からみた医療情報の考え方やEBMの利用方法などについては，通常のコ

ンピュータ中心の考え方とは異なり，非常に興味深かった。

最後に，同じくコンピュータ技術を中心に活動しているLaboFinderとのジョイントセッションを開き，自由な

雰i調気でデイスカッションを行った。このセッションでは技術的な話題が多く，細かなレベルでの技術論に花が

開いた。特にデザイナーの高橋氏の 1'1育報を編集・デザインするための考え方jが非常に実践的で参考になった。

仁実施概要

謬共催:LaboFindedi]f究会 (http://www.labofinder.org/)

21世紀地域構想研究会

襲撃テーマ:次世代ネットワークと現場コンテンツ

襲撃会 期:2000年同月 1日(日曜日) 9:15~17:30 

盤会場:テルモ株式会社渋谷底総ヶ谷2-44-1

喜護学術集会事務局:

会頭

実行委員長

プログラム委員

広報委員

2.開催にあたって

会頭八幡勝也

八幡勝也(産業医科大学)

高瀬義昌(水海道西部病院)

鵜JII義弘(宮城教育大学教育学部)

法橋尚宏(東京大学底学部)

インターネットが爆発的に社会に拡がり，各方面に重大な影響を与えている。

このネットワークの変化のベクトルは，ネットワーク技術の進歩を促進しただけではなく，現場技術の可能性

を大きく 51き出した。

第14凶狂本コンピュータサイエンス学会学術集会を関能するにあたり，現在のインターネット技術の次に控

えているネットワーク技術についてその可能性を検討する。一方，ネットワーク技術のヒに載るデジタルコンテ

ンツ，特に生物・医学分野のコンテンツについて広く演題を募集し，ネットワーク技術とコンテンツの関係に

ついて会員で考える機会とした。

ネットワーク技術は，ただ単にそれだけが進歩しでもコンテンツが伴わなければ利用価値は全くない。逆に，

ネットワーク技術のレベルの低い中で，コンテンツの持つ能性はそのレベルに合わせて低くなってしまう。この
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両者の「ニワトリと卵」の関係をポジティブに進歩させるためのステップを検討する。

今回の新たな試みとして，当学会の諜題検討会から各分野の話題を提供していただく G また，河じく現場での

コンピュータ技術の情報交換を行っている LaboFinderfvf究会との協力の全両として，ネットワークとデジタル

コンテンツについて検討するフリーデイスカッションのセッションを準備した。共に，コンピュータ技術に関連

する学会・研究会の情報交換の場として相互に立場の異なる視点で、詳似し有意義な場とした。

3.プログラム概要

08:40-09: 1 0 学会総会(学会員限定)

野本コンピュータサイコニンス学会分科会報告

09: 15-09:45 非総Jr~複雑情報処理研究会(代表米律保錐理事茨城大工学部システム工学科)

09:45叩 10:15

10: 15佃 10:45

10:45-11 :00 

特開講i察

11 :00-12:00 

12:00-13:25 

一段講演(仁i演)

13:30-14:00 

14:00-14:30 

14:30悶 15:00

15:00-15:30 

15:30-16:00 

;複雑系ブームの終演と複雑系工学への着実な進捗;米津保雄

グローパルヘルスネットワーク研究会(代表 陶1111Ii:l彦理事(1討)放射掠影響倒究所)

;公衆衛生分野において双方向性に務報は共有されるか?

~遠路教育「スーパーコースj及び感染症発生動向誠査の 2つの視点からJI潟LLi昭彦
SOHO援療研究会 (代表高級義iZ常任理事水海道湖部病iLE小児科)
f211正紀の医療と科学のグランドデザイ

香取 11古学(厚生省児意家控局児童手当管理室長)

コーヒープレイク(企業展示あ f)) 

7次!な代ネットワーク技術 E'II)11 
昼食休憩(企業展示あり)

(郵政省通信研究所第一研究チームチームリーダ)

;患者が望む医療情報とは?問E'IJ秀一(読売新聞ネ1: 編集局医療情報窓)

川、規模動画自己信サーバの工夫j

111野辺裕二 (長IIi奇大学iま学部附属病院医療箔報部部部長)

5インターネット将棋の現状と新技術の提案j村1I1恭平 (i'ftJ美学1~!1大学助教授)

刊第池診療所における情報環境と巳BMの実践j名郷直樹(作手村田保診療所所長)

コーヒ…ブレイク (企業展示あり)

LaboFinder研究会とのジョイントセッション

16・00-16:30 研究室ネットワークの発生と成長j

成j祭英明(昭和大学歯学部第二保存学教主 昭和大学的科病[!:完歯科医療'1育報室兼務)

16:30司 17:00

17:00罰 17:30

) :許剖{旬4計珂f‘究室におけるネツ iト、ワ一ク構築;武藤i篤完生 (束京f農支工大学学:工寺学全苦部1;機械システム工学干科科"千i十U.う

fWebテデ会ザザ、イン業界の現状俗一梓寸心Inぱ1はf，、O似1'1涜'm口ma幻tiぬonDes幻ig伊nとNPO テデやジ夕 jルし芸術の不百可可]

高橋晃(株式会社ベイシス代表取締役)

懇親会

[分科会報告}

ヨド隷形複雑s博報処理研究会の活動 ・ 謹雑系ブームの終演と擾雑系工学への着実な進捗j

米律保雄(茨城大学大学院理工学研究科 システム工学・情報システム科学専攻)

複雑系のブームが静まり，ここ 1~2年程，本当の複雑系の研究院発の足取りが見えてきはじめた。本講演で

は，日本コンピュータサイエンス学会日伸長形複雑情:間処理研究会の活動jを総括した「複雑系ブームの終演と

複雑系工学への着実な進捗jを報告する。

現在， IT革命のfI守代などとi縦し立てられているが，基本はコンピューグi育報であり，そのネットワークによる
大域な措報通信による地域や時間による従来の情報棒差の是正がその基本であ札それを現実化する技術こそが

IT技術であろう O そして，その進捗は今までになく急速な発展の呈を示している。

しかし，そのような急速な社会の浸透は逆に，この技術の欠点を露呈して行っているのも，また現状である。
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「複雑系の科学」は f人工生命」に代表されるように，生命的に高度な複雑性を持つにもかかわらず，俊敏な

動作性や，適応、性，さらに自己組織化や自己修復機能を自律的に発現することができ，さらに，進化性を1)1:せ持
つロバストなシステムである，複雑適応系 (ComplexAdaptive System)，すなわち，生物システムを典型例とし

たそのシステム構築原理や制御原理の科学として，主に物理科学や数理科学を武器として発展してきた。しかし

ながら，理論中心主義の行き過ぎにより，ともすればコンピュータシミュレーションの中だけのバーチャルサイ

エンスとして諦えられがちで，ブームだけが先行し，実学としての発展を阻害しかねない状況で、あった。遥のよ

いことに，ブームは去り，今ょうやく腰を落ち若かせた着実な発展の時期を迎えている。

先のIT革命の弱点では，情報セキュリティがクローズアップされているが，ここに，複雑系工学は着実な発

展に基づく効果を与えようとしている。たとえば，生体の免疫を模倣した免疫型情報セキュリテイであり，これ

は今後のITの生命様をも左右しかねない問題の解決を期待させている。

本講演では，生命的複雑系の工学応用を見据えた現在の「複雑系工学」への道のりを簡単に概説する。

r21世紀の医療と科学のグランドデザインj

香取照幸(厚生省児叢家庭局児童手当管理室長)

21佐紀の医療は，より高度な医療水準と効率性の追求，そして患者の権利の尊重が向時的に求められる時代に

入る。科学技術革新の成果を医療分野に応用し，迅速に医療現場に導入していくためには，専門集出によるチー

ム医療体制のtfr~:延長は不可避の方向であり，向 H寺に患者・民民への医療情報の開示・共有化もまた避けられない流

れである O さらに， jt者のQOLの観点からは，より患者の日 Ir~"生活に近い場で、行われる在宅l~療への関心はこ

れまで以上に高まっていくことが予想される。

近年発展がめざましい汀は，これまでの地域匿療の姿を大きく変革していく百T能性を秘めており，医療に対

する閤民の期待に応えていくためにもその積綴的な活用・導入が求められている。本日のシンポジウムでは，我

が留における医療と ITの現状について概観する。

[一般講演}

ゃれ規模動覇配信サーバの工夫j

山野辺椅二(長VI奇大学医学部附属病li完)

パソコンで利用する動画配信サーバの運用を開始したものの，利用できる端末の制眼のため闘っていたいその

改善のため既存の装置を組み合わせて捕完を試みたので，報告する。

発端は目立製MPEG4サーバであるが， Windows 瓶Netscap巴ブラウザとプラグインソフトでしか再生でき

InternetExploreIや医療関保者に利用の多いMacintoぬでは使用できなかった。そこで，以下のような代替手段を

試みた。

. Windows Media(asf)形式で、のW巴bサーバによる配信

. QuickTime(mov)形式のWebサーバによる配信

. asf形式で、のWindowMedia Serverによる配信

. mov形式でのQuickTimeStreaming Serv巴lーによる記信

なお， R巴alServerについては価格とコンテンツ作成の面で利用を見送った。

コンテンツの作成には目立製MP巳G編集システム，シャープ製MPEG4カメラとその付属ソフト，

QuickTimeProを主に用いている。

理想としてはWebページのリンクをクリックするだけで再生が始まることだが，機種をJ越えてそれを実現す

ることは難しい。別のアプローチとしては，コンテンツは重複するが，ブラウザ、と機種の判別により適切なサー

バに振り分けることも考えられる。加えて問題となる点は，構築に必要な価格，プラグインソフトのインストー

ルが必要か，コンテンツの作成(変換)手段が多いか，などがある。

当初はQuickTimeが有用と考えたが， Mac 瓶Playerのリリースにより現状で、はWindowsMedia Serverが逆転

した感があるO 日立もプラグインの改良中である。このように lつの製品の出現で環境は大きく変わりうる。ftIli
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格の面でも，本格的動ffiTI配信サーバとほぼ同等の結果を数十分のーの価格で実現できることもあり，導入11寺には

広い視野が必要であるc

5僻地診療所における情報環境とεBMの実賎;
名郷i良樹(作手村田民健康保検診療所)

• EBMとは伺か?

EBMとは，嫡々の患者の医療判断に際し，最新で、最善の根拠を，良心的かつ明石在に思慮深く利用することと

されている 0

・εBMの実賎とは?

EBMの実践とは，倒人の臨床的技能と外部の科学的根拠を統合し，自のiiiJの患者に生かすことであり，個人

の臨床的技能，外部の科学的根拠のどちらか一方が欠けてもよりよいi臨床家にはなれない。

-私と εBM

上記のような説明をしたところで， EBMについて侭も伝えたことにはならないo EBMは概念でなく，実践，

行動である。私自身が経験したEBMに法づく患者解決のブロセスを提示することにより， EBM実践の第一歩と

なれば率いである。

-僻地罷療とεBM

一昔前までは情報から飼離されていた僻地医療の情報環境も，急速に改善しつつある。僻地医療の現場でさえ，

電話回線とコンピュータさえあれば大学図手}nll~に拡散する情報を手に入れることができ，情報の不足でなく過剰

が問題となりつつある。そうした状況においてEBMの手法は，今稜(!:f，地医療の現場で必要不可欠なものになっ

ていくことは間違いない。しかし地域医療という大きな枠組みの中で， EBM自体は;重要ではあっても大部分を

占めるようなことではない。むしろ単なる手法，ノウハウと考えるべきなのかもしれないっ決してとBMに熱を

上げすぎることなく， EBMに対しでも批判的吟味の態疫を忘れることなく，よりよい地域密療の実現というさ

らに大きな詰襟にIEiJかつて今後も進んでいきたい。

{しaboFinder研究会とのジョイントセッション}

7研究賞ネットワークの発生と成長j
成探英明 (HHHI大学菌処学部第二保存学教室 .1昭和大学的科病院前科医療情報室兼務)

-年表

1986 iF 研究室に入る。 111]時に教授にかけ合ってパソコンNEC9801VM2を入れてもらう。購入してまも

なく VX発売。ショックのあまり偶人ローンでVX4のセット(約100万)を購入

1987年 パソコン通信を開始。 NIFTYにも入ったが日経MIXのほうが性に合う o 2400bps 

199 1 ~ 1992 :q::米臣官学。 日本にはtympasサービスでアクセスo 1分401斗?

現地で、Gateway2000購入o Windows 3.1発表o 14400bps 

1993年 病院の情報システムの準備。研究室側ではLANの敷設。 TCP/IPとAppleTalkの院内LAN。結婚

にともない遠距離通勤になったためノートパソコンを買う

1994年 病院鵠報システム稼働。こちらはNetware

1995 ifミ 昭和大学インターネット接続。探究室が所属する病院はJl~ぴ地にあるため，本説に 64Kの専用線

で接続

1997年 ノートパソコンをチャンドラに買いかえるc PHS購入。 DDIポケット。 32Ktヲド

1999年 TRAIN解散にともない， OCNに変更。 128kbpsになるつ抗" (DDI-Pocket)に。 64kbps

2000年 学生向けに独立したネットワークを敷設。東急CAγvに接続。管理を担当するためおこぼれにあ

ずかる o 10担ただし，実il!IJI.6M軽度。無線で別棟(距離300メートル)にある研究室のピルに

接続。実illIJ200k税度。自宅のエリアでも CATVサービスが始まったので加入。こちらは実iJ!Uで
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300k程度。

コンピュータ通信の梨明期より普及を夢見てきた。そして思った以上にインフラが整った現在であるが，仕事

の道具，仕事をする環境として見るとむしろ若い世代のほうが使いこなしていないような印象があるのが残念で、

ある O

r~.牙究室におけるネットワーク構築j

武藤篤生(東京農工大学工学部機械システム工学科)

近年，各種コンピュータネットワーク機器の低価格化・高性能化により，従来全社全学レベルで行われてきた

サーバネットワーク構築を部課・排究室レベルで行うことが可能となり，ここ 2，3年で部課・研究室レベルで

のネットワーク構築が増えている。

研究室レベルで有用なサーバとしては， ドメインネームサーバ，メールサーバ， Webサーバ，ファイルサーバ，

データベース，グループウェアなどがあげられる。

サーバの構築にはコンピュータやネットワーク， UNIXに関する高度な知識が必要で、あると一般には広く考えら

れているが，近年はそのような知識を不安とするソフトウェアやツールが充実しており，サーバ構築の敷127もか

なり低くなっている。実i怒にサーバを構築する場合にはUNIXあるいはそれ以外のOS利用の 2つの選択肢があり，

提供するサーピスの種類とそれらの品質，セキュリティのレベルにより選択するべきである。最近，一般的にな

りつつある方法はパソコンヒで、Linuxを用いるもので，一般的なサービスを行う限りはWeb上で、すべて設定や管

理，さらにパックアップ等のメンテナンスまで可能なツールが提供されており高度なUNIXの知識が不要となりつ

つある O もう lつの方法はLinuxを使わず、にパソコンとWindowsあるいはMacOS上のアプリケーションで実現す

るものである o Windowsではこの用途に関してフリーのアプリケーションが少なくどうしても高価なアプリケー

ションに頼らざるを得ない。

MacOSに関してはGUI環境で設定、管理ができるフリーのアプリケーションが多数提供されており，知識がな

くとも比較的強屈なセキュリティを実現できトラブルが発生した場合でもUNIXに比べ容易に解決が顕れるため一

部に根強い人気がある O ファイアウオールもCATV用のゲートウェイボックスを転用すれば簡単で、比較的強閤な

セキュリティを実現できる。

rWebデザイン業界の現状…InformationDesignとNPO デジタル芸需の不可能性j

高橋晃(株式会社ベイシス代表取締役)

はじめに

インターネットの普及と技術の発展のおかげで， WWWはコミュニケーションツールとしてさまざまな1]的と

手段を提供してくれている O しかし，その手法はまだ確立されておらず，商用利用の一部では新しい試みが次々

と行われているが，定まった評価はまだない。私たちは激流のまっただ中にいるようなもので，それは当然のこ

とかもしれない。ここでは，現時点である寂度定着している手法を紹介して，矯報デザインの展望を考えてみた

し、。

Webデザイン業界の現状

日本におけるWebデザイン業界の現状は， 一言で言えば混迷している。インターネットの商用利用が始まり，

アメリカでの発展をお手本に模索していた日本の企業が， 2000年春一斉に動き出した。 fEC元年」と呼ばれるこ

の現象は， 1999年に通産省から発表されたタイムスケジュールによっている o 2010年のデジタル放送整備完了ま

で，光ファイパー棋の敷設， BtoB (Business to Business，企業関取ヲ1)や BtoC(Business to Consumer，ネット

販売)の確立などが盛り込まれている。混迷の元凶は，インターネットの認識の企業間の格差と開時に，デザイ

ン開発者の意識の遅れにもある。情報技術を事業の中核と捉え査す企業改革を麓極的に行っている企業と，意識

さえも明確でない企業がいっせいに走り出したものだからたまらない。ポリシーから技術からバラバラな状態で

自本の経済が動いている。作り手側の意識も，パブげルの頃のマス広告の方法論から抜け出ているとは言い難い。
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先進的に取り組んでいる企業，デベロッパーは，多くを学んできた。企業の経営改革とデザイン手法の変革は，

デジタルを母体として情報化への道を歩み始め，インターネットと出会うことによって，加速したと設えるだろ

うc インタ…ネット以前に改革をはじめていた企業が大きくリードを耳えっている，この差は当分縮まらないだ、ろ

うG なぜならインターネット以前に何をしてきたかが重要であり，そのノウハウは技術の習得のように短時間化

できるものではないからだ。後を追うものは，技術の習得と意識の改革を間J1~j(こ行わなければならず\まずくや

れば，ますますその差は開くばかりだろう。ここでわかるのは f意識の改革jがポイントだということだ。

「インターネットjで明らかになったことは，つまり息詰まった経営の打開策や企業の本質，デザイナーが本

来しなければならないことなどと，その実践のダイナミズムの重要性だ。これは大きなことを含んでいる。いや，

むしろ逆にインターネットを媒体とする大きなものに含まれているといったほうが正しい。 ECなどは小さなコマ

の1つにすぎないのだ。

Webデザイン手法

話を小さな現実に戻して， Webデザ、インの手法をかいつまんで紹介しよう。さまざまな手法のなかで，たぶん

現時点でのポピュラーなやり方の 1つだろう。私たちがWebサイトを開発するときに一貫して1[;(らなければいけ

ない態度は，ユーザビリテイへの帰依である c Webデザインにおいては，読みやすさ，わかりやすさはもちろん，

惜報への到達の容易さ，アクセスの快適さが求められる。機能面での，速さ，正絡さ，扱い易さ，信頼性ととも

に，コンテンツの'l{[， 情報の側1[~îやマーケテイング戦略に基づいた的維な箭報の提示の仕方が相まって，心地よ

さを提供できる。

よく{史う例題に， Webデザイナーは常にユーザーの立場で考えよ.というのがある。クライアントのOKではな

く，ユーザーのOKを最優先させよ。クライアントが何を言いたいかで、はなく，ユーザーが何を求めているかを

さなければ，事場のようなサイトになるぞ…。よくよく考えてみれば，いまさらながらの言葉だが，マスマーケ

ティングと大量生産の近代忠怨に慣らされた私たちに，インターネットは鋭い切っ先を突きつけたといえる。

Webデザインは，だから単に平函構成にとどまらず，マーケテイング戦略からエンジ、ニアリングの実装まで，

トータルにプランニングしなければならない。 以ド， f1ii liJ.にWeb構築のタイムテーブルを紹介しよう。(罰1ぺ~
1柵 6)

1.戦時の策定

(1)スケジュール設定

(2)調査

(3) 目標の設定

(4) )段目的プラン

(5) コンテンツプラン

(6)デザインプラン

(7)エンジニアリングプラン

(8)サイトマップ作成

(9)最終スケジ、ユール

2. コンテンツ開発

(t)コンテンツのスケジ、ユール設定

(2)コンテンツ開発

(3)編集

3.デザイン開発

(1)デザイン開発

(2)プロトタイプililJ作

4.エンジニアリング開発

(1)実働モデル制作

(2)エンジニアリング

(3)社内テスト

(4)修正・仕上げ
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5.公開と保守

(1)クライアントテスト

(2) オープン告知

(3) メンテナンス仕様書:作成

(4)最終テスト・公開

(5)評価

(6)保守

綴浜丸中宮警察 金議霧鶴蕗議題
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器量密函サイズ

@ページサイズ
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@ネットワーす

電器言受f去を主

@文字コード

.CSS 

需静フォーム

蓄量フレーム

傘プラダイン

.JavaScript 

⑧セキュリティi

塁審言霊{象
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丸中菅泉
f.I1L:iY:tpfJ，附 w，""仇布留物MW前品=;p

議拐に表示されるE議室iHこ、最も重量喜霊1，;1高幸誌を護霊〈
援護主的ベ…ジが皇室議するような託手でデザインする

ペ ジ的中で穣f喜する環器室主費量まもし、11喜i'iiに主主授させる

機準サイズ:720X4宕む

震霞j的l二長室小長義的スクロールに{長室認のE雲寺で1-2ページ)

t翠準サイ;:(:720X4お-720X桝阜
蓄量産苦言霊f誌で誌、1産量産審あたり、40X2Q文字表示を綴準

ベ…ジ金棒 ファイルサイズ綴怒..鉛OK/'¥イト以下

t量議ファイルサイズ:15号Kバイト以下
HTMLドキュメントファイルサイス。鰐綴:100KバイトP..!下

推奨ファイルサイ;:(:30町村ト以下

議後 ファイルサイズ斜際:200Kバイト以下
控室護ファイルサイ;:(:100抑ミイト以下

アニメーション ファイルサイ;:(jM綴:20号柑〈イト以下

t霊童雲ファイルサイズ:1∞Kバイト以下
14.4k坤sm珂am

HT闘し3.0.胞ble，frame.自民i陣容

216色W的 COIo持参準α 翠儀詩7)レカラー

M5も!.Iindows95i98iNT

Na1S儲peNav培atorV軒 4.:XX

棋Slnl軒釘舗をxpJorerVer念日

賊5lnt.開討をx凶orarVer.5闘

争相出版お

Notscapo Nav穆.to<V軒 4.:XX

結Slntem討E時地問rVer.4.xx

長引閣間

接浜丸'*'
l.1?l: tnp:J!w悶 y時給岬町，~官時

緩準芯JI5

FTP鈴には翁窓文容セットおよび干す京コ ドに交換

フォントサイλ'総後:

フォント時議主主{本文):

ゴシック系:MSゴシフ夕、。錨也、車ゴンック

隣季語系:MS続毒語、寝室号島幸語、えゴシノク

ブ口ポーショナルフォント:対財ve器開、_1
E塁主主義語フォント;闘関為抽.c出，，1師、Couri町New

後紫哲フォームをfl!iiltしt.tい
ポップアγブメニュー的主主を主義らす

多く入力し主くてもよいように、7オーム聖設計

フォームは、3ページより主義〈在己主いようにする

フレ ム霊主総長選:3以下

Acrobat Reader 

JavaS出pll.lをベースに草著作

JSSしを鐙F司会言語録者どセキュワティーが不撃者ワソースには、援準的経

緩豊後怨する

ザンクボタン 絡みIAみ三重度事喜怒:3移以下

t霊祭淡みIAみ遼窓口秒以下
イメ-y 緩みIAみi翠皮綴緩:8秒以下

t量3著緩み込み芸事E室:4秒以下
ALTI毒性を去、ず入力する
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院予r会ぷぷ誕百「ー去三釜さ三笠-

凶行転校三品山元「一語三竺三さ亙

尚三夜校二品縦糸一一芸三三釜三三努王
ボ易総二必装兵ι …さ量三笠三ささ歪

図1帽6

情報デザインの展望

Webデザインという新しいジャンルの長場によって，デザイン界の再編が始まろうとしている。特に fコミュ

ニケーションデザイン」の分野においては， ~3い世代を中心に大きく変わっていくのは間違いがない(図2・1)。

この潮流は子情報系jのデザインのみならず fデザイン」そのものの本質を揺るがすものとして捉えるのが正し

い。なぜなら，デザインとは，人1m，社会， I当然，文化，技術，芸術，それぞれと連動するダイナミックな現象

だからだ(臨ふ2)0デザインの本質は，人間の意志によって自然の中の要素からある 1つの秩序を見いだし，形

作ることである(毘2・3)。しかし，デザインの歴史は意外と新しい。グーテンベルグによる印刷術の発明を加、流

とし， 18世紀の産業革命でデザインは誕生した(認会4)。その後，動力技術とコマーシャリズムによってデザ、イ

ンはあらゆるものを競散らし発展をし続けるのだ。デザインの力によって大量生産品は大衆に買われ，大去なゴ

ミを産出している O 遠からぬ未米，現代のデザイナーは「いかがわしい職業，危険な人種」と評されるだろう。

何が起こったのだろう? IものをつくるJということは必要性であり，なおかつ人間の純粋な喜び、を満たす
ものとして， il可諮の住人だ、った滋から行われてきた基本的な営みである O 戦業として成り立ってからも職人は I~l

らの手で，自分と社会の豊かさをこつこつと作ってきた。産業革命以降， IものっくりJから「機能」と II~I 
現Jが分断され，それぞれ加の道を歩むことになったのだ。アーテイストとデザイナーの誕生である。機能を
われた芸術は孤立の道を歩み，表現を剥奪された技術はコマーシャリズムを生みだした(図2-5)。

人類の資産が乏しくなってやっと，環境や政治などあらゆる問題が浮き彫りになってきた。パーソナルコンピ

ュータの発明は人類にとって奇跡的な最後のチャンスだ、ったのかもしれない。インターネットの驚異的な発達は

単なる偶然ではない。失ったものを取り民す可能性を秘めたものとして，人々は敏感に感じ取ったのだ。失った

ものとは「部造性」だ。自分の知識，感覚，修得した能力を使って，自分の意志で，行為し，フィードパックを

感じて判断する O これは人間のあたりまえの活動であり，まさにデザインのプロセスなのだ。 Webデザインは生

き延びるためのデザインの，修練のはじまりなのだ。

fデザインは，人間の本当の要求にこたえるような道具となるのでなければならない。J(ヴイクター・パパネック)

参考文献

デビッド・シーゲル IWEBサイト・マネジメント」日経BP杜

ヴィクター・パパネック「生き延びるためのデザインj品文社
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国2ぺ 文化

盟2・2
デザインとは{司会・?

混沌

秩序口葉

デザイン

人障の意志

菌ふ3

盟会4

デザインのう子1iJ[{と

デザイナ一
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去箭

図2・6

デザインIJ)プロセス

材料

知議
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~I第 15 回日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会」報告

2001年5月20日，記念すべきれ世紀最初の学術集会が東京大手町のアーバンネット大手町ビル16F (株式会社

エヌ・テイ・テイ ヱムイー会議室)にて関儀された。

テーマを i21世紀の新しい枠組J，サブテーマを f生活者とコンピュータの共生Jと題し，新たな夢の実現をめ
ざす医療のIT化に関する最先端からの発表が数多くなされ，貴重な議論が交わされた。

厚生労働省の武田俊彦氏，総務省の吉崎正弘氏からわが国のITの方向性が提案された。 IT化を推進する底療機

関代表である亀旧総合病院亀田信介院長と，うえのドイツ村メデイカルセンター泰JII恵吾院長の実践的な講演が

あった。ビジネスの視点からNTTデータ大苓司郎氏，高齢者への汀普及に力を注ぎ「超高齢社会を豊に生きょう

を合言葉」に日本電算機の石井孝利社長から講棋をいただいた。最後に，特別講演としてフジテレビのニュース

キャスター黒岩祐治氏から， i21世紀，元気に生きていくためにjと題する，救命救急士制度が誕生するまでの取
材秘話を交えた医療行政への報道の取り総みが紹介された。

医療に限らずITへの関心が高まる中で先進の動向に関する情報交換の場となる有意義な学術集会となったので

会員の皆様にご報告する。

1.実施概要

圏共催:AFT (Act For Telework) 

圏協賛:これからの福祉と医療を実践する会， 21世紀地域講想研究会，テルモ株式会社，

株式会社エヌ・テイ・テイ エムイー，株式会社エヌ・テイ・テイ エムイーコンサルテイング，

CSI株式会社，株式会社ネクサス，株式会社シースターコーポレーション，株式会社東芝，

東芝メデイカル株式会社，株式会社昭和メデイカルサイエンス，

和光純薬工業株式会社，株式会社サカイ生化学研究所埼玉カミマル株式会社(順不同)

鶴テーマ:21 tま紀の新しい枠組み

生活者とコンピュータの共生

霊童会 期:2001年5丹20日(自曜日) 09:20~ 17:30 

璽会場:株式会社エヌ・テイ・テイ エムイー会議室(アーバンネット大手町ピル16F，東京)

璽学術集会事務局:

会頭

副会頭

副会頭

事務局長

実行委員長

プログラム委員

広報委員

2.開催にあたって

会頭中村哲生

中村哲生(毘療法人禁明会大塚クリニック)

三友仁志(早稲田大学国際情報通信研究センター)

藤島彰彦 (CSI株式会社ヘルスケア事業部)

石井留雄 (CSI株式会社医療PRJ推進)

高瀬義昌(臼米医学医療交流財団，監療法人財由博誠会江原摘院)

鈴木康生(日米医学医療交流財団，東邦大学医学部)

高瀬義昌中村哲生

21世紀最初であり，第15閤という節告の自本コンピュータサイエンス学会です。

ここに光ある未来を目指し夢を語る春期学術集会を関龍致します。

昨今のIT関連の出来事には，常に光と影がつきまとっています。 iSFまんがの世界jで見られたような f便利

で農かな暮らし」が現実になろうとしています。一方で，その前にはリストラといった厳しい現実が立ちはだか

つております。急、速に変わりつつある社会とIT化の波を前にして，取り残されてしまうのでは? といった不安

を抱いている大勢の方々が居られると思います。でも，コンピュータはツールであって民的ではありません。そ

のような不安を解消することも，本学会の自標であります。

これまで，人類は長寿を頗ってきました。ところが，その長寿世界が現実となった今，逆に高齢化社会が，ま
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るで未来を脅かす存在であるかのように認識されるようになりましたc 設もが f長生きしてよかったjと思える

社会をIT化によって実現しなければなりませんO 我々人類が未来を肯定できるように。新たな夢の実現や具体的

なB擦を定めることができるよう，各分野の最先端でアクテイブに活躍されている方々のご提言をいただける場
にしたいと考えています。

みんなでIT化と未来を議論する会です。是非，参加してください!

3. プログラム擁護

09:20-09:45 

09:50心9:55

09:55-10:00 

10:00-10:45 

10:45-11 :00 

11:00伽 11:45

12:00但 13:00

13:00叩 13・45

13:50-14:35 

14:35同 14:50

14:50“15:35 

15:40-16:25 

16:30-17:30 

18:30-20:00 

学会総会 (学会員限定)

理事長挨拶 i淘111昭彦(日米共同研究機関(財)放射線影響研究所疫学部長)
学術集会会頭挨拶 中村哲生(霞療法人雲寺明会大塚クリニック)

r2010年までに厚生労働省が求める底療の汀化と

武田俊彦(厚生労働者医政局総務諜企誕百官)

休憩

日邑信インフラが生活者に与える影響/2010年生活はここまで、変わる

吉崎正弘(総務省情報通信政策局情報通信利活促進課長)

昼食休憩

淀内IT技術の発途で患者が得られること

fu.間信介(亀田総合病院

rWhat's三鎚人一能燦 人がいつまでも鰭康いるため

大苓PJ郎(株式会社NTTデータビジネス全両開発本部パーソナルヘルスケアネットワー

クプロジェクト)

休憩

IT (アイランドテクノロジー&リゾートメテヂイスンリ

泰JII恵吾(うえのドイツ文化村メデイカルセンタ

5高齢者へのアプローチ，キーボードアレルギーの処方j
石井孝利 (13本電算機代表取締役社長パワードエイジ協会)理事長

特別講演世紀，元気に生きていくため

祐治(株式会社フジテレビジョン)

康長

三友仁志(早稲EB大学問捺情報通信研究センタ
高瀬義昌(白米医学医療交流!な臼，医療法人防盟待誠会江原病院)

懇親会(大手町)
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r2010年までに厚生労働省、が求める監療の汗化とはJ
武田俊彦(摩生労働省医政局総務課企画官)

(兆円)

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

。

医療と 1T (今後の姿)

厚生労働省医政局総務課金額官

武沼俊彦

85 90 91 92 93 94 95 96 97 98 

一3

(兆円)
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5 

(%) 
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江口

J:.. 2.0 

J:.. 4.0 
60 3 4 

これまでの取組み

2 

く薬価暴挙の見直し>
O薬酒差の縮小等

<医療擦供体幸IJの見蕊し>
O病床区分の見直し、臨床
研修の必修化等

く医療保!渓制度の改正>
0言語齢者医療に月額上限付
き1害j重量怨導入等

国民医療費等の伸び芸名

8.4 

¥/' 、可Y ¥ 3.7 

0.2 

5 5 7 8 9 10 11"手渡

G主〉恋人援空軍事雪の11年度i立実皇賞受込み@
4 

(千人)
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保険料収入の伸び悩み

各制度とも足元の経常収支ベースで大きな赤字が発生
. iFj(号室長室{果{耳、このままi藍移すると平成14年度iこな務rL1主が治F易@
混合縫{♀1;;1年間約2，000慾汚の赤字(平成II年度決算見込)。
E霊長ilU長係長主{立市町村一銭会計からの赤字線てんがなければ半
年間約3，000{意向の赤字(平成11 まl"~決務入

更に、医療技支出の伸びが収入{保険料、税)の伸び~上回り、
アンバランスが拡大

平成14年度に医療保険制度改主義

@j(骨(母

「社会{保果障改革大網j刊附13向年臼3汚悶3叩O

.我が国の箆療のあるべき姿を踏まえて、健康づ
くりや持続可能な高齢者医療制度への見直しな
ど、医療政策を総合的に推進する。

・科学的根拠に基づいた箆療の推進の支援や、カ
ルテの電子化やレセブトの電算化など箆療分野
における情報化の推進により、医療の質の向よ
と効率化のための環境整係を進める。

・特に医療制度については、(中路)平成14年ま
でには、高鈴者医療制度の見直しをはじめとす
る医療制度改革の実現を図るものとする。

13 

15 

17 

(i室内)

15.000 

10.000 

5.000 

G 

A 5.000 

A 10.000 

A 15.000 

政府管2ま縫康保険の財致

89 90 91 92 宮394 95 96 97 98 99 00 01 02 03，手震
f筆者す 縫針

24 

医療改革をめぐる動き

議議平成14年度の罷療箭IJ度改革に向けて

本車生省内のプロジェクトチーム

*政府・与党社会保障改革協議会

f社会保障改革大網j

*経済財政諮問会議

f骨太の方針j

1Tへの期待

・効率イとへの期待

・経済活世{ι謹用拡大の期待
.質の向上の期待

・事故防止の嬬待

・地域罷療への盟関の期待

(ネットワーク、病診連携、遠稿臨療等)

14 

16 

18 
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これまでの取り組み

-カルテの電子{果存について通知(11年)

(真正性、見読性、保存性)

・用語・コードの統一北(10年-)
→錆名、手指・処置、罷薬品、検査、

震療材料

-補正予算!こおけるi了化推進(12年震〉

迫られる変化 a加速北

-ひ，Tapan重点計器(13年3月)
吋戦略的グランドデザインを

2001年思惑に作成
一議子カルテを2003年授までに諜準化
→オーダリングシステムを2喜IJ普及

-規制改革委員会吋総合規制改革会議

一電子カルテなど監療が重点分野?

産擦改革の方向(あるべき姿論)

-佳境安全確保対策の推進

-患者の選択に資する靖報器供の推進

.思索従事者の震の向上などによる産鑑

の震の向上

'IT1ヒや監療機関の機能分先・連携の{足進
による臨諜提{共の効率化

19 

21 

23 

*会報*

これまでの取り組み(詳しく)
• 6年後報化捻進i護絡本部

• 8年国民E室療総合政策会議中間報告
・9年守幸設i蚤信機著書をF誇いた診療{いわゆるiillF.l診療1Iこ
ついてくi議長0)
10年カルテ等の診療機殺の活用に廃する検討会報告、
診療報畿で電話湾診料の算定、E主F骨髄像滋子燦然保存
憾の;後最2料を算定

今年度の援関

・戦路的グランドデザインづくり

一保健霞捜構報システム検討会(3月始

動)

• r罷援のあるべき姿jの関連での省内検討

({持)

・バーコードを活用した院内情報システム

.オーダリングシステムの活用

・リアルタイムでの琵薬品構報への接続

等

20 

22 

24 
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(2) I情報提供の罷進

(伊1])

・インターネット広告の在り方接討

・第三者評錨結果の情報提供の方法接訴

.患者の声の行政への皮映按討

(ヰ)1γ化、機能分化連携の

({列)

・電子カルテの普及

.電子請求の普及

・病院・診療所の連携、遠隅診療

• 1γ{ヒによる質の向上

t情報北の!盗路

F 病名、処置・手術の用語、薬剤、治蝶
材料等のコードが統一されていない

r 情報化撰準以前の問題として業務やサ
ービスの標準化がなされていない

，.書幸最先を推進することについての職員
の認識が不定

25 

27 

29 

(3)罷療従事者の質の向上

( i~lJ) 
・診療支接

・研{多の手法改革

-国家試験等の試験方法

電子力jレテのメリット

-検索が容易になる

.幅思いデータの利用

.データの共有

・臼常診捜の省力化

・通信によるメリット

2 1世紀の iγ化戦略とは

F 本当の陸路は伺か

y 関、監癒{題、民間業界のすべきことは
{可か

，. r戦略jの名に寵する戦略を

26 

28 

30 
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?通信インフラが生活者に与える影響/2010年生活はここまで、変わる

古111奇正弘(総務省矯報通信政策局情報通信利用促進課長)

デジタル・オポチュニティ社会の実現

総務苦言機幸塁送信政策渇後幸護送信手lJ用促進謀長

吉崎正弘

1 

3 

5 

e-Japani愛点脅す

笠伐の設忍金控

*金額*

2 

ヰ

6 
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① 窃こよる窃究院廷の後:昆

7説内IT技術の発達で患者が得られることi
im.自信介 (tfilIf総合病i淀院長)

む

7 

亀田メデイカルセンターにおいては.統合医療情報システムを本格隷働してから 6年が経過した。現在院内に

おいては，ほほ全ての診療情報を電子化し，スタッフ間の靖報の共有化や，患者へのインフォームドコンセント，

さらには蓄積されたデータに基づいた診療プロセスの改善など，援療サービスの質を向上させるために，大いに

活用してきた。

一方，小規模の自治体が多く 3次救急、毘療をはじめとした高機能監療サービスを提供する中核病院が当院以

外になく，また著しい高齢化と，流動性の低い人口構造を特徴とする南麗総においては，地域の診療所や介護施

設との情報の共有化と機能連携が非常に有用である。

しかし，地域の診療所における電子化はいまだにト分ではなく，当院の診療情報をISDNにて臆辺の診療所に

提供したり，診療所から当院の予約やオーダーを行うというように，いわば一方向の運用にとどまっている。

今回我々は，診療所や小規模病院用に開発し，現在分院や関連の診療所にて使用を開始したASP方式による

子カルテシステムを地域の診療所に利用していただき，これらと当院の情報システムを連動させることにより，

地域における底療の質の向上，医療資源の効率的活用，そして患者サービスの向上を実現しようと計画を進めて

いる。

今醤の主な技術開発要素

1)ネットワーク経由での予約システムの開発

2) WEB型電子カルテシステムの診療所への適用

3) ICカードを用いた操作者認証と役割に応じたアクセス制御機構

4) 小規摸援療施設における電子保存3原則適用機能

5 )地I或[~療情報ネットワークにおけるセキュリティーポリシー

6 )地域医療憤報ネットワークにおける認証ポリシー

7)涯療におけるPKIプラットフォーム適用のためのセキュリティー運用ルール

8 )長期限に渡る保存を前提としたセキュアストレージの電子カルテ対応機能

9 )地域中核病院とその地医療機関との電子カルテデータの相互参照機能

10) 臨床に基づく会計を可能にする電子カルテと監事システムの連携機能 etc.. 
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fWhat's三健人一健鹿 人がいつまでも健慶でいるためにJ
大谷可郎(株式会社NTTデータ どジネス企両開発本部パーソナルヘルスケアネットワークブロジ、ェクト)

我が国を含む先進国においては， 1生活習慣病Jという言葉に代表されるように， II奇人の生活翠慣が1)スクブ
アクターとなる疾病が大きな社会問題となってきています。

ところが，生活習慎の改善は，倒人の15;志・認知による部分が大きくーこれまでさまざまな取り総み(働きか

け 1ntervention)が行われてきたものの，大きな効果をあげるまでには至っておりません。

このような状況のもと，従来壊の 1Action OrientedJな働きかけ(たとえば全員参加のウォーキング大会，目

標ありきのダイエットキャンベーンなど)におjして，行動科学・心理学等を応用した「気持ちjの部分に働きか

ける新しい館康行動改苔プログラムが米協を中心に注iヨを浴び始めています。これらの行動科学的アプローチは，

日志士刊行動科学の応用J11混入個人に対するカスタマイゼーション(テーラリング)J1継続的な{はきかけJ等とい
った特般を有しています。

行動科学的な働きかけは，これまでは熟練した臨床心理士，カウンセラ一等の手によって仔われることが多く，

多くの人的資源を必要とすること，その結果コスト高となることなどから，社会的な広まりを得るまでには至っ

ておりません。

インターネットを1t去とするパーソナルメディア，いわゆる IOneto oneJ 技術と言われる情7誌の個人fヒナ主術，

コンゼュータネットワークの技術革新は，これらの問題を解決しつつ，多数の人々へ効果的な働きかけを行うに

あたり非常に適した仕組みて、あると考えます。行動科学的なアブロ…チをコンピュ…タシステムヒに講築しネ

ットワークを通じて1nterventionを行うことができれば，能JJtt行動改穫に大きな効果を Ltrることができると考

えます。

インタ…ネットが生活の中であたりまえのものになりつつある今日，インタ…ネットを利用した生活習慣改諮

プログラム f三越入Jが，多くの利用者の方々が無塑なく生活現慣を好ましい方向に改惑しいつまでも能燦で
いられるためのお手伝いをするアドバイザーになれればと考えます。

?離島IT(アイランド1)ゾートテクノロジ…&リゾートメディスン)

泰)11}主吾(うえのドイツ文化村メデイカルセンター 医療法人白川会 Dr.GON診療所 説長)

を誇る我がj主iでは，介護についてのさまざまな問題や，老後のライフスタイルについての議論がさ

かんに行われている。その1:1:tで，多くの人が「南のj誌でのんびりと暮らすjことを理想の老後として思い描くが，

現状では施設，コスト，地元の受け入れ態勢，その他の社会的な問題が多く，かなり困難である。

当i誌は，平成立iF4月， i l\ 1縄県宮吉島に l~rJ発中の長期滞在型 1) ゾートの一部として開設されたo J選定¥リゾー

トは過疎地に建設されるため，その中に医療機関を設置しでも採算性が低く，リゾートの赤字部門となるが，当

院は全くの拙立採算で、運営している。

この独立採算を1可能にしているのは，院内および院外の電子カルテを中心とした，極端に効率のよいi古報処理

システムと，自動車，訟舶，ジェットスキーを活用した訪問診療システムであるc 最大の往診距離は，小さな離

島を含め約 100kmに及ぶ。また，医師，看護婦，その他スタップの長期または短期のライフスタイルとして，

fよい仕事とよい遊びJを実現した lつの形であると考えている。

f高齢者へのアプロ…チ，キーボードアレルギーの処方;
石井孝手Ij(日本電算機代表取締役社長パワードエイジ協会理事長)

2001年i月， 1T基本法が施行され，政府は5年以内には毘氏の全てがインターネットを活用でき「世界トップ

クラスの1T国家」作りをめざすという。しかしその利用者はようやく 3，000万人に達した程度であり，利m者
もどジネスマン，若年層がほとんどという状況で，由民的普及と言うにはさまざまな課題をクリアしていかな

ければならないと言える。

一方で21世紀は超高齢社会と言われ，急激に膨らむ社会保証費が国家予算を任迫し，生活保証問題，医療関
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題， 1l珪康管illl問題が社会不安として浮上してくるとJTI;'I其されている。

が，はたして実態はどうなのであろうか?

講演者である私たちは，現代の高齢者は，健康状態，経済状況とも良好で，コミュニケーション能力に長けて，

人脈もあり，社会参加意欲も高いなど，人生に積極的で前向きである人が多いととらえ，こうした方たちと f超
高齢社会を豊かに生きょうJをテーマに， 2000年12月特定非営利活動法人パワードエイジ協会を立ち上げた。
しかもこの協会の活動は，お互いの交流には，積極的にインターネットを活用することを特殻としている。

しかしインターネット利用において最も利用率の高いアブライアンスツールとしてパソコンが主流となってい

るゆえ， IT教育を経験してこなかった高齢者にとってはパソコンの使い勝手の悪さが障壁となり，その人の持つ

高い fパワードエイジ能力」を十分に活かすことが閤難となりがちである。また，他のインターネットアブライ
アンスツールである撰帯電話，ゲーム機を活用した;場合でも，同様の結果となると推測するのは容易なことであ

る。

なかでも高齢者のインターネット利用にあたり障壁となるものとして文字の入力手段が，最も大きなものとし

て考えられる。インターネットは，もともと米国で生まれたものであり，文字入力ではキーボード使用を前提と

しているため日本語の入力は不向きである。

こうした事情を予iJlljしていた日本電算機では，簡単に「ホームページにある情報にアクセス」でき「気i授に

コミュニケーション」できる，そんなインターネットアブライアンスを目指して，何年iBOXを製品化した。こ

こでは，キーボードを使わずにリモコンを操作して画面上のキーボードから文字を入力することをすでに標準の

文字入力手段としていた。

キーボードのキーのレイアウトも既存の概念にとらわれず，一般の人にとってわかりやすいレイアウトとした

り，自分の声をマイク入力して相手にメッセージを伝えるなど，随所に入力手段の工夫を凝らした。

この「インタ…ネットと高鈴者」というキーワードを含んだコンセプトでは，通産省事業の…環として「次世

代家援用情報端末と利用環境」という開発事業をしド・高齢者在宅の 100世帯で実地検証等も行ってきたが，

ここではテレビ電話，テレビ会議などの高度なコミュニケーション機能を用いた実験も行い，その高い実験結果

は検証済みでもある。

こうした経験を踏まえて，今回の講演では「高齢者へのアプローチ，キーボードアレルギーの処方」と題し，

高齢者にとって使いやすい鵠報入力手段に関して報告する。

「第16回日本コンゼュータサイエンス学会学術集会j報告

第16!ill学術集会は、テルモ株式会社(渋谷毘幡ケ谷)の会議室をお借りして行われた(当会場での集会は 3問

日)0激しい雨の中にも関わらず、多くの方々にご参集頂いたことを感謝したい。また、テルモのみなさま、大塚

クリニックのみなさまの献身的なご協力に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。さて、今回は、各方面から

:データベースと教育jをメインテーマに、実質的に行動している方々に議論をお願いした。

トップバッターは、来日したばかりのアメリカ・どッツパーグ大学のウンニャン女史。 WHOのスーパーコース

(ディジタ jレディパイドを充分に考慮したWebによる、公衆衛生・疫学の分野を主体としたベスト講義集)の紹介

で、オーブンソースモデルやCopyL巴れの概念を、美しく平易な英語で解説された。次に、宮城教育大の鵜川義弘

理事が、 DB (データベース)構築に関する長年の集大成を紹介し、さらに氏の構築したDBの、教育への応用に

熱弁を振るわれた。総顕像DB、カエルマップ、インターネット環境家計簿などの報告が強く印象に残った。次に、

東大病読の出城孝雄氏が、今後援々重要になってくる在宅毘療に隠する鋭い考察を行った。氏は、坪井日本医師

会会長との夜宅犀療での共著などもあり、この分野の第一人者で、ある。昼食休憩を挟んで、一般講演が3題行わ

れた。 1題15分という盟い時間であったが、内容はシンポジウムに匹敵すると思われた。北海道衛生研究所の長

谷川伸作氏が感染症の流行動向の詳綿を述べ、鳥取大の井上氏がその感染症データのウェブでのダイナミックな

グラフ表示技術に関する報告を行った。さらに、早稲田大学の大塚時雄氏がフリーウェアコミュニテイについて
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の考察を述べた。午後一番に、公立はこだ、て未来大学の伊藤敬祐学長による、みらい大学の先進的教育の報告が

なされた。続いて、京都大学薬学部の金子応j司劫教授が、氏の長年に渡るいdプロジ、ェクト(本学会役員/会員が

重要なメンバーとして関わってきた)のさらなる接関に関する報告を行った。すなわち、 Lsdプロジ、エクトの成果

物であるライフサイエンス英日・日英辞書の、研究者の卵や学生への活用に関する新しい方向性である。続いて、

本日 2入めのアメリカからの演者であるベンチャーキャピタル勤務、完全パイリンガルのタミー・コスタンゾ女

史が、アメリカにおける医療ベンチャ一事情について、完盟な日本語による発表を行った。 a米の医療ベンチャ
ーに関する質疑応答は、大変熱の入ったものであった。さらに、水島洋理事(I!I立がんセンター)が、インター

ネット医療情報の最前総について報告した。 ORCAブロジ、ェクトや、 IPv6時代のMDX研究会の展望を含め、大変

貴重な講演であった。最後に、早稲田の三友仁志教授が千ンターネットに関する対話型と DB型の 2つのタイプの

経済学的な考祭を行った。氏は次回2002年5月18日の第17部学術集会の会頭で、宮吉島と東京を結ぶヴアーチャ

ルカンファレンス型の学術集会を開{監されることになっている。

関協賛:21世紀地域構想、研究会， AFT (Act For Te1ework) ，テルモ株式会社， CSI株式会社，

グローパルソフトウェア株式会社，株式会社シースターコーポレ…ション，

株式会社ケアネット・インターナショナル，日本SGI株式会社，横河電気株式会社，

東芝メデイカル株式会社 (JI眠不問)

盤整テーマ:データベースと教育

露議会 期:2001年10)128日(日曜日)9:40 ~ 17:40 

襲撃会 場:テルモ株式会社6号機会議案 東京都渋谷広l嬬ヶ谷2-44-1

盤学術集会事務局:

会頭

副会頭

副会頭

事務局長

広報委員

広報委員

会場資任者

プログラム委員

プログラム委員

2.開催にあたって

会顕鹿島彰彦

陵高彰彦 (CSI株式会社ヘルスケア事業部)

竹腰正経(東海大学誌学部分子生命科学2) 

三友仁志(早稲田大学国際情報通信研究センター・大学院国際情報通信研究科)

石井留雄 (CSI株式会社専務室)

高瀬義昌(呂米医学医療交流財団，医療法人財団博誠会江原病院)

中村哲生(医療法入社註i裂明会大塚クリニック)

恒男(テ1レモ株式会社夜宅医療TBU)

問中伸明(用賀アーバンクリニック)

鈴木康生(日米医学医療交流財団，束手1;大学医学部)

ドットコム企業の崩壊から， IT化といった言葉やe-Japanなどといったかけ声だけが先行し，実質が伴っていな

いことが明らかにされた。すなわち，実務者にまで本当にブレイクダウンされていない事実が露見されたわけで、

ある。 IT化とはコミュニケーション技術の真の意味での草案Irであり，またインターネットとは巨大な電子辞ご書に
ほかならなしミ。つまり，その機能的実体はデータベースである O そして，その最も効率的応用の 1つとして，教

育への活用がある。

したがって，この時期に日本コンピュ…タサイエンス学会としてデータベースと教育について議論することに

重要な意味があると考えた。

そのため，インターネットの草創期から活躍されてきた当学会の役員，生命科学学術用語データベース構築プ

ロジェクト主催者，ネットワーク教育を指向される現場責任者など，国内外で実質的に活躍されている方々に講

演を依頼した。さらに，現実問題としての在宅医療と病院のIT化について論評を加え，最後に，それらを統括し

経済学的視点から現代を複眼的に術献しようと思う C
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3.プログラム撮要

09:00句09:30

09:30叩10:40

09:40四10:00

10:00-10:40 

10:40-11:20 

11:20-12:00 

12:00-13:00 

13:00-14:00 

13:00-13:20 

13:20-13:40 

13:40-14:00 

14:00-14:40 

14:40-15:20 

15:20-15:40 

15:40-16:20 

16:20佃 17:00

17:00“17:40 

Japanese Journal of Computer Science Vo1.7， No.l， 2002 

学会総会(JACS会員限定)

学術集会会頭 キーノートスピーチ 蹟島彰彦 (CSI株式会社ヘルスケア事業部巴医療推

進)

学会理事長挨拶 駒山昭彦(日米共同研究機関敗国法人放射線影響研究所疫学部)

;日本コンピュータサイエンス学会の今後j

招待講演 rOpenSource Model: Crossing the digital dividd 

座長問111昭彦

EunRoung Sa (Pittsburgh大学)

特別講演 f環境教育に役立つデータベース作りj
座長竹腰王監(東海大学・医)

鵜JlI;義弘(宮城教育大学環境教育実践研究センタ

招待講演 Hfrに広がる病院 一在宅匿療 j
経長 中村哲生(匿療法入社団梨明会)

国城孝雄(東大病院医療社会福祉部)

昼食休憩

一般講読

座長鈴木康生(東邦大学・医)

7時系列解析による感染症流行の長期趨勢および周期特性j
長谷JlI仲作(北海道立衛生研究所)

?感染症発生動向調査の地方自治体における情報還元サービスシステム構築の検討

LINUX のMySQL と PHP+GD型による動的グラフ作成技法の紹介~j

井上 仁(鳥取大学医学部医療環境学教室)

f情報化社会における社会ネットワークの形成発展

フリーウェアソフトとコミュニティーの成立J
大塚時雄 三友仁志(早稲朗大学問際情報通信研究センター)

招待講演

座長高瀬義昌(医療法人財団博誠会)

f未来大学でのコンビュータを能った教育j伊東敬祐(公立はこだて未来大学)
詔待講演

康長:石井留雄 (CSI株式会社)

?ライフサイエンス辞書の基礎教育および研究者数育への応用;

金子}認可(京都大学大学院薬学研究科匿療薬理学分野)

コーヒーブレイク

招待講i寅

座長 三友仁志(早稲田大・国l制吉報通信研究センター)

fベンチャーから見た米国のメデイカルIT市場Jタミーコスタンゾ (ITP)
特別講演

座長 田中伸明()自賀アーバンクリニック)

7医療情報ネットワークとデータベースの最前総j
水島 洋 (国立がんセンター研究所がん情報研究部)

特別講演

座長蹟島彰彦 (CSI株式会社)

5データベース型サーどス vs対話型サービスー経済理論に基づく通信利用促進戦略
三友仁志(早稲田大学国際情報通信研究センター/大学院凶器情報通信研究科)

18:30-20:30 懇親会
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[招待譲渡]

rOpen Source Model: Crossing the digital divideJ 

EunRyoung Sa， M.S. (Research Fellow of Epidemiology， University of PIttsburgh) 

Akira Sekikawa， M.D.， Ph.D. (Assistant Professor of Epidemiology， Univεrsity of Pittsburgh) 

Ronald E. LaPorte， Ph.D. (Director， Disease Monitor・ingand TelecommunicationsベVHOCollaborating 
Center Professor of Epidemiology， University of Pittsburgh) 

Epidemiology， Global Health， and the Internet Supercourse (www.pitt.edu/-superl) 

Email: eunsa@pitt.edu 

Major concepts: 

Philosophy: To improve public health teaching and research， we need to improve lectures. 

1. Information Sharing & Open Source Model: 474 lectures are available on the web fr巳eof charge. Global academic 

faculty is sharing their best lectllI・巴son public health， preventive medicine and the Internet. The concept of a library of 

lectures for all to use is similar to that of "open sourc巴software"on the computer. 

2. Global Health N巴twork:We have developed Global Health Network (GHNet) with 4700 faculty from 130 countries. 

The majority are professors in academぬ.γheyare the lecturers， reviewers， and users of the Supercourse. You are most 

welcome to join the GHNet. 

3. Educational model:τhe Supercourse is not a substitute for existing educational models or distance education. The 

Supercourse is a teaching-support system. We provide high同levellecturesto teachers in medical， and other health-related 

schools to supplement their teaching. Teachers "take" these lectures for their classroom teaching. Lectures are in 

Epidemiology (disease prevention)， Global Health. and Health Informatics 

4. Statistical Quality Control: We have dev巴lopedan open peeトreviewsystem. Global faculty members review lectures. 

Based on the review、thelecture will be revised if necess昌1・y.1n addition， students can rate the lectur巴s.We will track the 

ratings over time using systems developed by Deming for Industry (Statistical Quality Control)， in order to aSSur巳lecture

quality. 

5. Crossing the digital divide: There are more than 32 mirrored servers of the Supercourse all over the world including 

ministries of Health in s巴veralcountr允s.We have distributed more than 3000 CDs containing all Supercourse lectures 

free of charge. These efforts are to improve global utilization of the Supercourse. 

Join the Supercourse faculty and share your lectures and presentations for global audience! 

The Supercourse is currently supported by the National Library of Medicine， and formerly supported by NASA. 

MS. Health Education. Ewha WomanすsUniv.， Seoul， Korea， 1994. 

MS. Information Science and γ el 巴邸C∞ommu叩n川1i比Ca託t1ぬonT 巴chnoぱlogy，Ajou University. Seoul 警 Korea， 1998. 
Eミesearcher.Korea InstItute for Health and Social Affairsラ Seoul，Korea: Health and Medical Reform in Kor巴a/

Information System and Telemedicine in抗edicaland Public Health Area and the health policy， 1995ω1996. 

Researcher. Ajou University， School of M巴dicine‘Suwon，Korea: Telemedicine System for Home-care Nursing， 1997情

1998. 

R巴searcher.Heidelberg University， School of Medicine， Heidelberg， Germany:すheQuality of Health Information on the 

Internet/ The Impact of Using the Internet for Health & Patient Education， 1999. 

Current Position: 

Ph.D. Student of Epidemiology in the University of Pittsburgh. 
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{特別講演]

f環境教曹に役立つデータベ…ス作りj
鵜JII義弘(宮城教育大学環境教育実践研究センター)

生物関連のデータベースは，当初，データベース化が容易な，文献情報，タンパク資配列情報等のテキストを

主体とするデータから始まり，近年，画像を含むマルチメディアを駆使したデータベースへと裾野を広げてきて

いるO

私は職場の関係からさまざまな生物関連のデータベースの開発に接する機会があり，生物，特にゲノム関係の

データベースの作成にたずさわってきた。おりしもインターネットがデータベース普及のための非常によい手段

を与えてくれ，いくつものデータベースを公開することができた。現在は，そのノウハウを活かして環境教育関

連のデータベースを作成したいと活動しているところである。

これまで，主に開発に関与してきたデータベースは以下のものである。

関与年，データベース名，基本データ数(当時)

1985微生物系統保存施設カタログデータベース http://www.jcm.riken.go.jp/6000件

1985植物培養綿抱文献データベース 5000件

1988放線菌樹像データベース 1300種7000枚

1988日本産樹木検索用データベース http://taxa.soken.ac伊/jumoku/JumokuMat.HTML508種

1990 DDBJ/EMBL/GenBank DNAデータベースhttp://www.ddbj.nig.ac.jp/Welcome同j.html10万

1994ライフサイエンス用語データーベース http://Isd.pharm .kyotoべl.ac伊/index-J.html40000語

1995原生生物情報サーバ http://protist.i.hosei.ac.jp/Protist_menu.html1600穂23000枚他

1995日本産アリ類カラー制後データベース http://ant.edb.miyakyo-u.ac.jp/258韓1100枚

1997粘菌ゲノムcDNAプロジ、ニLクト http://www.csm.biol.tsukuba.ac.jp/cDNAproject.html6万

1998イネゲノム(cDNAWf，if，データ公開)http://www.dna.affrc.go.jp/3万
1998スギゲノムcDNAプロジ、エクト http://ss. ffpri. aff1・c.go.jp/labs/cjgenome/databas巴/cjdata.html250001'1二

1998植物遺伝子シスエレメントデータベース http://www.dna.affrc.go伊/htdocs/PLACE/300件

1998 Bio-Mirrorプロジ、エクト http://www.bio→nirror.net/10**7十10料 61el二

1999 BioMetasearch -生物資源系メタ検索用データ http://bio-crawler.dna.affrc.go.jp/20000件

2000仙台市カエルマップhttp://map.edb.miyakyo-u.ac.jp/kaeru/900地域

2001オーストラリア産アリ類データーベース http://l60.28.20.99/AZ/AustraIia/index.htmI80~ 1600枚

2001マウス画{象データベース http://l60.28.20.99/Mous巴DB/MousePCDindex.htm900枚

2却O∞O山17水3(1=中ドi微殻小生物図鑑httゆp:/μ/1ηm叩n刻1吋i汰k叩a幻叩m註世i江la油bヲ).1芯品I在m如n凶liya汰ky卯0-べu.a抗cι.伊/爪M必lCαroぬbiぬO
2001全閤学校桜前線h加1託ttゆp:/μ/ma叩p.己dめb.mi匂ya比ky卯O司u.aωc伊/βsa試ku匂切u山ua// 

2001インターネット環境家計簿http://160.28.20.99/kakeibo/sample司k/ind巴x.htm

この中から，今田は，環境教育に役立つデータベースとして，作成途中のものも含めJ-j、下について紹介する。

1)専門向けと，一般・小学校向けの複数の入り口を持つ f日本産アリ類カラー商像データベースJ(醤人 2，3)
Z)地開とリンクさせることができる「仙台市カエルマップJ(図ヰ， 5)r全国学校桜前線J(国 6，7，8)
3 )地球温暖化対策への努力の平均値を記録できる「インターネット環境家言l'簿J(密9，10)

さて，データベースは，予算確保や実作業だけでなく，作成し提供することに関する意義や貢献について常に

意識していなければ作成は難しい。

まず「データを残すことの意義jがある。個々のデータをよく知る専門家にとって，データベースを作成する

意味はほとんどない。というのは，必要な情報はすべて作成者の頭の中に存在するからだ。しかし，博物館に残

る標本等と違って，専門家のもつ'情報や知識はデータベース化しなければ，専門家の死とともに存在しなくなる。

データベースを作成し公開することで，専門家が長い関蓄積してきた貴重な情報を残すことができる。

次に f…般への貢献」がある。データを独占する者をその道の権威と呼んでいた時代もあったかもしれないが，

データベースとしてまとめ公開することにより，他の研究者から評価され，一般利用者からも声が間こえてくる

ようになる。それが，研究者自身への刺激になり，こもりがちな研究と社会のニーズを合わせるフィードパック
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にもなり，後進を育てる役割も果たす。もともと，専門家のデータをデータベース化したものにも関わらず，

般や，教育罰的での利用が非常に多いことで，このことが説明されている。インターネット以前には，研究者が

研究成来を論文にしたものをジャーナリズムがかみ砕き，それを一殺の人々が能うという流れがあった。インタ

ーネット以i徐は，この緩やかな流れ以外に.研究者の初i牟究成来を直接一般の人々が見る1レートが加わったことが

る原由と思われる。

研究者自らが自分たちの成果をデータベースとして残し，一般の人々がわかるように説明する;責任を負う時代

になったのだと思う C

より多くのデータが共有され残されていくことを望むc

{揺待講演]

5街に拡がる病践，設宅盟療j
EEI城孝雄(京大病説医療社会福祉部)

在宅医療は，入説医療，外来(通説)医療に次く¥第3の援擦と言われている。 住み僚れた家で療養したいと

いう患者の願いをかなえ， QOLの向上につながる患者本位の医療の形である O

主主診は，従来行われていたが， 1988年から在宅患者訪問診察科が診療報翻として認められ， }II真次，上手なる往

診でなく‘計画的・定期的に訪1[1]診療を行うことが認められていった。

在宅jぷ者訪問診察科として，通i完関苦jf:な在宅忠、者に対して患者の j可を得て~I悩i的な医学管理の下に定期的に

訪問して診療を行った場合に算定できる。

在宅医療は， (1)通説[](I難な患者に対して， (2)患者の開立を得て， (3)計i磁的な医学管理の下に， (4) 

定期[19に， (5)訪問して行う[自主と定義される。

訪問者護の場合は，診療に基づく訪問者設計画により，者設織を?訪問iさせて，者設または療養上必要な指導を

行うものと定義される。

在宅i副長・訪問者諮は， ITII数にililJI浪はあるが，医療として診療報捌が認められている。

日本の病誌の平均在院日数は， OECD加盟国のrllで，顕著に長く p いわゆる f社会的入院jの11司題が指摘され

ている。また医療費の高総，能燦i~H役(医療保検)が破綻に近づきつつあることを踏まえ，日本の掠i淀(特に一

般病院(急J性期病院))で，在i淀日数の短縮化が進められている。

これらの背景から，在宅医療の普及を医療費抑制と関連づける動きがある。しかし，究極の在宅医療は，病院

なみの設舗とスタッフを自宅に整備することであり，設舗と人員を集中する病院のほうがはるかに効率がよいの

で.夜宅医療を芭療費抑制の切り札と考えることは，大きな[14]迷いである。

在宅医療のメリットは，あくまで患者が慣れ殺しんだ虫宅で，家政や思い出の品々.ベットなどに閉まれ存窓

義な療養生活を送ることにあるc 在宅医疫にある種の「悲壮感Jがl'j':うとすれば，それは「在宅涯療jが惑いの
ではなく，住環境や社会制度，在宅医療を支えるマンパワーを整備してこなかったことに非があるのであって，

在宅医療に非があるのではないc

快適な療養生活が送れるような住宅を整備・提供せず，また在宅医療を支える人たちがパーンアウトせざるを

得ない制度や十日間体系を改めなければならない。

在宅でI可能な医療は，人工透析，人工呼吸器，絡に対する化学療法，一部には小手術も試みられており，病院

で行う涯療と大きな遜色はない。

ただし何でもできるわけで、もなく，在宅匿療をやめ，入読しなければならない状況もある。

在宅医療の対象となるのは，通院回難な患者であり，寝たきり，癒，終末期の患者さんが対象になることが多

い。また患者さんの同意を得ることが前提条件になるc

在宅医療の医療費は，一般診療援療費・約24兆円の 3%弱の6500億円となっているO

在宅ハイテクケアの中では，在宅酸素療法が， 350億円を占めている。

また訪問看護ステーションに対する療養費は， 1998年で800億丹を超え，訪問看護は，一千龍円産業となって

いる。
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f時系持解析による感染症流行の長期趨勢および扇期特性J
長谷川伸作(北海道立衛生研究所)

Study on long-term trend and periodicity of epidemics of infectious diseases by time series analysis: Status of 

Hokkaido r巴gionand whole Japan in a period， 1981-2000 

Shinsaku HasegawaぺAkihikoSuyama料 ¥MasashiInoue*** 
*Department of Epidemiology， Hokkaido Institute of Public H巴alth，Sapporo Japan 

ネ*D巴partmentof Epidemiology， Radiation Effects Res巴archFoundation， Nagasaki， Japan 

料 *Departmentof Epidemiology， Tottori university medical School， Tottori， Japan 

Purposes: The time-course changes in the trend and the periodicity of epidemic occurring for each infectious 

disease was inv巴stigatedby time“series analysis of the survey data on the epidemic and the status of 15 infectious 

diseases in Hokkaido and whole Japan. 

Methods: The number of reports per w巴巴kfrom a fixed point surveys as to the epidemic trend of infectious diseases 

in Hokkaido and the whole country in a period， 1981-2000 wer巴usedas the subjects. The time course changes in the 

number of patients w巴reshown in the figure and the moving average for 3 months and 12 months were calculated. 

The epidemic period for each infectious disease was clarified. Then， an occurrence of each disease was presented in 

a regression curve according to the least sqむaresmethod and correlogram was also drawn. In addition， power 

sp巴ctrumanalysis was performed. 

Results: The epidemic trend for each infectious disease was clarified based on the time-course changes in the 

number of patients and the year of past epidemic for each diseas巴wasinferred. Based on th巴figuresof 3-and 12司

month moving averages， th巴epidemicperiod was inferred and th巴presenceof season variation was suggest巴d.In 

addition， the presence of a longぺ巴rmtrend was suggested by 12-month moving averag巴andthe epidemic trend curv巴

On the other hand， correlogram and pow巴rspectrum analysis demonstrated that the epidemic of infectious diseases 

was periodical (season and circulation variation). Ther巴for巴， it was thought that infectious diseases could be assigned 

into the following four groups based on the respective long-term trends and periodicity of epidemics. I)This type of 

infectious disease causes epidemic every year and its epidemic is reemic but its occurrenc巴hasbe巴nreported 

throughout the year. 3)This type of disease appears with an interval of several years(its epidemic is seasonal). 4)This 

type of infectious diseases is constantly or rarely reported throughout the year. The present results showed that there 

were agreement and disagre巴mentbetween Hokkaido and the whole country in r巴spectsof the p巴riodicity，the tim巴

and the scale of epidemic for each infectious diseas巴.

Conclusions: Epid巴micsof infectious diseases in Hokkaido and whole Japan were character包edby th巴time-series

analysis and spectrum analysis. 

Keywords: Infectious disease， Epidemic， Time-serIes analysis， Spectrum analysis， C 

時系列解析による感染症流行の長期超勢および周賠特性

感染疲発生動向調査 全国および北海道 (1981-2000年)における状浪

目的:感染症発生動向調査データの時系列解析により，感染症流行の趨勢変動，周期特性を捉え，その発生{頃向

の把揺を試みた。全国・北海道における状況について検討した。

方法:調査対象資料として， 1981年から2000年までの感染症発生動向調査の金田および北海道の定点当り報告

数/週を用いた。

患者発生定点当り報告数の時系列数値グラフ， 3月移動王子均領， 12丹移動平均値，好発期間，最小2乗法による

傾向線(留婦直諌)，コレログラムおよびパワースベクトルの計測を行った。
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結果:患者発生定点当り報告数/週についての時系列グラフから‘各感染症の流行の誰移が観察され，また目視

的に過去流行年が示された。 3月移動平均グラフおよび、12月移動平均グラフから好発期間(月) (季節変動)が

算出され， 12月移動平均グラフおよび傾向線から長期趨勢(トレンド)が示された。またコレログラムおよびパ

ワースベクトルから時期特性(季節変動・循環変動等)が検出された。

概して，各感染症は長期語勢および賂期特性から以下の様に区分された。

毎年流行し，季節間期(好発期)が一定期fMiに眠られる感染症。(インフルエンザ， Pln顕結膜熱，手足口癖
〔ただし，非流行年有り]，ヘルパンギーナ)。

季節周期は認められるが，通年報告がみられる(ベースラインが高い)感染症。 (A1fI手溶血性レンサ球菌11出頭

炎，感染tl:胃腸炎，水痘ー伝染性紅流.流行性耳下線炎，流行性角結膜炎)c
数年毎に流行ピークがみられる(季節}周期あり]感染続。(風疹，手足口病，麻疹 (19991，f三第13週後半からは

成人麻疹を除く， Jよj、下向;様)，急性出血性結膜炎)。

報告数が一定またはまれな感染症。(突発性発疹，百/:1咳)。

また手足仁i病，風疹，麻疹等では，流行郊Jf首・流行周期が異なるまたは大きくずれるなどして，全国平均と北海

道地域に違いがみられた。

結論:時系列解析，特にスベクトル解析による詳細な検討を行い，全国および、北海道における各感染症の流行特

牲を明らかにした。各感染症の流行の周期・時間j(季節・年) ・規模などにおいて，全区!と北海道の一致または

不一致が認められた。

?感染症発生動向調査の地方自治体における靖報還元サービスシステム構築の検討…LlNUXのMySQしと

PHP+GD裂による動的クラフ作成技法の紹介一

井上仁(鳥取大学医学部活療環境学教室)

しはじめに

感染症サーベイランス事業により定期的に感染症の流行に関するデータが収集されている。平成11年4月に

施行された感染症新法では.感染症の予i坊と珪延のIWll二が謡ってあるが，そのためには収集された惜報の迅速で、
有効な活用がよりいっそう重要になり，いくつかの機関でホームページによる情報還元が行われているつ感染症

の流行状況を時期的・空IIU的にわかりやすく提散するためには，数値データだけでなく，グラフイカルな形での

表示あるいは観Jf!lliによる感染状況の披移の視覚化が効果的である。今期我々は.検索結果を，動的にグラフやア

ニメーションとして作成し，ホームページ i二に表示するシステムを隙発したので報する。

2.システム構成

OS はRedhat-Linux7.0を， WebサーバはApache1.3を， DBMSにはMySQL3.23を用いた。また， Apacheと

MySQLはPHP4を用いて作成したスクリブトで連携させた。ハードウエア仕犠はCPUがPentium150MHz，メ

モリ 64MB，ハードディスクは4GB，ネットワークアダプタは10Mbpsで、ある Q

3.グラフィックとアニメーションの動的な作成

PHPからGDライブラ 1):をコールすることで，動的に画像ファイルを作成することができるG今回はPNG形式

のイメージデータを作成したc SVG (Scalable Vector Graphics)はX抗Lベースの 2次元ベクトルfi削象フォーマ

ットであり，静止函だけで、なく動阪のアニメーションも作成することができる。今回のシステムではPHPスクリ

リプトでアニメーションを表示するSVGファイルを動的に作成した。

4.結果

今i況は1990年から2001年までの北海道の21医療践のデータを用いてシステムを講築した。酪?に指定した年

の時系列流行状況を 3次元棒グラフで表した 1iJUを示す。関 2に感染状況の推移を去すSVGを用いたアニメー

ションの 1コマを示す。

5.考察

繭像データをホームページで提供する場合は，事前に作成してサーバ上に九日5;しておくのが一般的である。し
かしながら，短いインターパルで吏新されるデータについて，そのつど画後データを事前に作成することは器禁It

なことである O 本システムの特徴は，データベースの数値データを沼いて，動的に画像データやアニメーション

を作成し，ホームページ上に表示できる点である。これにより，数値データとしてだけでなく，よりわかりやす
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い形式で情報の即時還元が可能となった。

図1

r'靖報化社会における社会ネットワークの形成発展一一フ 1)…ウェアソフトとコミュニティーの成立j
大塚Il寺雄 三友仁志(早稲田大学凶器情報通信研究センター)

図2

人類は，靖報をより早く正確に伝達取得したいと願ってきた。情報に価値があり，それを取得することによっ

て人々は利便性を高めることができるからである。情報通信技術の発達とは，人々の情報取得行動において，よ

り高速かっ大容量の通信手段が提供されることを意味している。これにより，コミュニケーションに要する費用

がいっそう低下していくものと考えられる。そして，コミュニケーションコストの低一円こより，情報に対する

要が増加し，より頻繁な情報のやり取りが行われることになる。政府の'措報通信技術戦略本部では，このような

動きが「人と人との関係，人と組織との関係，人と社会との関係を一変させる」と予言している。はたして，悩

報通信技術の発達による情報の取得費用の低下によって，人間社会に存在する社会ネットワークあるいはコミュ

ニティーネットワークはどのように変化していくのであろうか。

高度情報化社会で、の人々の社会行動を考察するにあたり，パソコン通信，インターネットの普及により発生し

たフリーウェアの3引司関手をコミュニティに訂:自したい。フリーウェアとは， r1'住でも自由にf吏ffj，コピー等がliHm
で，さらに，ソフトウェアの設計図であるソースコードが公開されて，ソフトウェアの改良・再配布が可能なソ

フトウェアのことである O ここで，フリーウェアのフリーとは「自由Jを指し，必ずしも価格を意味しないが，
多くの場合，ボランテイア的にインターネットを使って無料で公開されている。フリーウェアの認発は個人や小

さなグループで作成される時もあるが，多くの場合，オンラインで形成されたコミュニティの構成員が協力して

作業を行う O コミュニティにおいて開発されたソフトウェアには， UNIX系osのLinllXや[世界で最も普及してい
るWebサーバであるApacheなどがある。

このようなオンラインコミュニテイにおける協力は恭本的には無償で行われている。ソースコードを公開して

ソフトウェアの開発，改善に誰もが参加できるようにしたほうがよりよいソフトウェアができるという発想に基

づいて行われているが，これは，一般的な商業用ソフトウェアが使用やソースコードの取得にあたり高額のライ

センス料を取っているのとは対照的である。商業用ソフトウェアについては市場経済的な原知に恭づいて取引さ

れていることが予想できるが，オンラインで開発されるフリーウェアは一体どのような原則に基づいてあろうかo

Eric S. Raymondは，このようなオンラインでの営みを"鰭与文化"という言葉を用いて表現した。"贈与文化"と

は，構成員たちがものを贈りあうことでお互いの評判を上げる行動を行う文化のことであるO

本研究では，このようなフリーソフトウェアの開発コミュニティーでの構成員の行動の分析が社会の高度情報

化が達成された場合の我々一般市民が形成するコミュニティーネットワークについての重要な示唆を与えるとい

う立場に立っている。そして，このようなコミュニティーネットワーク生成発展ついて経済学，ゲーム論で用い

られるモデルを利用して分析し考察を加える。
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5公立はこだて未来大学でのコンピュータを使った教育j
伊東敬祐(公立はこだ、て未米大学学長)

公立はこだて未来大学は， 2000年4月に関学した情報系の大学である O システム情報科学部の中に，複雑系科

学科，と惰報アーキテクチャ学科とがある。どちらもコンピュータ教育を恭礎にしているc

学生は全員がノートパソコンを持ち，入学時のオリエンテーションでメールの送受信‘とネチケットを学ぶ。大

学の建物は Iつで， I揺100メートル 5段のだんだん嬬状になっており，スタジオとn手ぶオーブンな-J:HIの部分に，

総計730の情報コンセント1-Jきのテーブルが4つくらいの塊をなして不規出に並んでいる。学生は好きな場所で
fいつでもどこでもj自分のパソコンをインターネットや学内LANに接続して告白にネット環境を楽しめる。すべ
ての教室の札にな情報コンセントは設置されていて，その数は全体で3000ほどになるc

学生InJけの掲示板もあるが，学rJ'lLANにつながる電子掲示板があるので，学生への通知iや学生1mで、のサークル
活動の通史11などは.ネットを通してなされている。最初の「情報機器概論Jで，ホームページの作り方を含めて
コンビュータの使い方の基礎を学ぶので，大.'1<'の学生が岳分のホームページ、を作つでIW報交換を始める。

まだ」吉liの教員であるが，授業J[lのホームページを作って，シラパスよりもずっと詳しい授業計調，二日号.1.反6

'(}]のための教材をのせて学生の型IU辞を助けている。すべての授業科目について，好]1寺IIlJの学生の理解度を調査し

講義にi期する学生からのコメントを求めるフィードパックシステムが動いているむまた，授業のqlで教員と学生
とが双方向に，または全員をつないで，質問・討議をする形で講義を進めている教員もいるc 救急:にはプロジェ

クタが常設されているので.インターネット Lの教材やパソコンにまとめた教材を投;詳しながら進める講義も多

し、。

最初に述べたオ…ブンなスタジオ空1mは，とかく閉じこもり塑になりやすいパソコン利用者を開放的にし，お
1i.いの直接のコミュニケーションを生み出すのに役立っている。 Iオーブンスペース口オープンマインドjがキー
ワ…ドである。それは学内のコミュニケーションだけでなく，外に向けての情報発信の気迫;も生み出しているよ

うだ。放送部や写真部が中心となって地域のCATvtこ I~~保を提供したり，ベンチャークラブが地元企業のための

CD編集を試みたり，学んだコンピュータ技術を外に向けて活かす動きが出てきている。

イフサイエンス辞警の基礎教育および研究者教育への応用j

間司(京都大学大学1;完築学研究科 助教授)

1.しsdプロジェクト (http://www.ls小project瑚jp) とは

コンピュータは大学・大学院での教育研究の現場において，すでに必須の道具となりつつある。今や我が闘に

おいても CD-ROMやインタ…ネットを介して大設の著作・研究情報が入手できるようになりつつある。私たち

の専門であり，昨今，急速な進歩を遂げている生命科学の諸分野においては，学術主;ーや研究:段告はほとんどの場

合，事実上の擦準言語である英語によって記述されるむしたがって.英文で記述された膨大な'Ii特設を正雄に日本

語の事物や概念として理解すること，加えて日本入学生および研究者の英文あるいは和文の文書:作成を支援する

ことは，このような分野にあって我が国の掛究水準を高め，科学教育を充実したものにするためにきわめて京要

である。そして.そのためには将来，中心的な情報流通メディアとなるであろうインターネットを活用すること

カfキーポイントになるc

我々ライフサイエンス詩書プロジェクトはこのような共通認識に立政iし，王子成6年度より文部省科学研究費の

援助を得て.語句の英和訳のみならず学術論文の分析に基づいて英詩の出現類史や吊例までを収録するライフサ

イエンス用語データベース LifeScience Dictionary (いののilJlJ1'r，を行っているcこのしsdは最初から多種多様な

コンビュータの機械翻訳システム，かな漢字変換プログラム，英和・和英子辞書:などで利用することを前提に

設計された待:書データベースであり，次々と生まれる新しい概念や用語に合わせて現在も改誌を繰り返してい

る。

Lsdプロジ、エクトの特徴は，既存の用語集や辞書にこだわらずーあくまでも最新の文献rlJで顔用される語句を

ギガサイズのテキストから計量的に分析しそれらの訳語や用法をすべてデータベースに収録していることにあ
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る。この 1つのリレーショナルデータベースから対訳辞書，かな漢字変換辞書，スペルチェック辞書:など，あら

ゆる電子辞議:が無駄なく制作される。これらの辞書はMacintoshとWindowsという 2つのパソコン環境で向じく

使えるように配慮している。また，インターネット環境でのサービスとしてWWWオンライン辞書や変換サーバ

に加えて，最近では携帯電話から辞書引きができるようなサーピスも行っているO

2.しsd資源の教育利用

Lsdプロジェクトが制作する各種の電子辞書およびオンラインサービスはすべて無料で公持されている O これ

は教育現場ーにおいて活用してもらいたいというプロジェクトの希望によるものであり，実際に多くの医歯薬系大

学の教育現場や研究室で、Lsd辞書が科尽されている。プロジ、エクトとしても，教育長jf究の場でこのような電子辞

書やオンライン利用システムがどの程度，理解に役立つのか，実際に学生，大学j完生，若手研究者に対して行っ

たアンケート評舗やボランティアを対象にした英文の理解度を指標とした実験などを実施している。

Lsdプロジェクトが制作したいくつかのツールは，教育利用に特化して活用できるO 特に，藤田によるEtoJ

vocabularyは，英文中に存在する専門用語だけの単語1)ストを自動的に作り，元の文章中に 1)ンク形式で埋め込

むことでマウスクリックによる簡単な辞書引きを実現している O また，鵜)11によるツールvoc_historyでは，利

用者がどの単語を何回参照したかを解析することができる。最近では，大武が中心となり，インターネット上で

公開されるテキストから専門教育に利用できそうな文章を厳選し， WWWでの巳toJvocabulmγを用いた

語教材の提供サイトを連用している。現在さらに音声データベースを作成中であり，今後はさらに高等教育にお

いてLsdを活用する場面が増えるように努力したいと考えている。

i招待講演i

Fベンチヤーから見た米国のメデイカルIT市場j
タミーコスタンゾ(ITP)

{特別講演}

5震療情報ネットワ…クとデ…タベ…スの最前隷i
水島 洋(閤立がんセンター{好究所がん'1吉報研究部)

医療の効率化を行ううえでは， ネツトワ一クの構築とデ一夕ベ一スが大きなキ一ワ一ドとなるo 11昨i行作1下:今のJ技支?詩祢伶術j宇も花;江記f'γf:II'…7冷守11午l'

新によつて，ネットワークの広千百二域化，ディスク容量の増大，言1-算性能の向上，マルチメディアの利用など， さ

さえる技術は大きな可能性をもっている。また，コンピュータやネットワークの普及も進んでいる。今設はいか

にこれらを使う環境を構築するかであろう。

現在， [豆療用のネットワークとしては，国立がんセンターを中心としたがんネットをはじめ循環器病ネット，

国立病院等総合靖報ネットワークなどがあるものの，一般の匿療機関が安心して使えるネットワークが整備され

ていない。インターネットを用いたVPNなどのセキュアな通信技術もできつつあるが，咋今のインターネット

における不正アクセスの多さはすさまじいものがある O また，まだ、回線速度が細かったりシステムの許容限度が

小さかったりすることもあり，あまり専門知識のないユーザ}が安心して使えるネットワークのためには，援療

用として f管理jされたネットワークの必要性は高いと思われる。

フランスやイギリスなどでは政府主導による医療機関専用のネットワークインフラが構築されており，保険請

求業務などのアプリケーションを導入し活用されている O 日本でも日本医師会が開発導入を進めている， Linux 

ベースによるオープンソースのプログラムを用いたネットワーク対応レセプト処理システムを含む fORCAプロ

ジ、エクトjが大変注目されている。今後，セキュ 1)ティを検討しつつも，インターネットとイントラネットの併

用による安全で効率的な医療ネットワークの検討が大切と思われる。 MDX研究会で、はIpv6も用いてi歪療ネット

ワークのあるべき姿に関する技術検討を行っている。

一方，本年2月にとトゲノムの配列決定が発表され，ゲノム研究においてもネットワークとデータベースが重

要になってきている O ゲノム情報にはじまる生物関連データベースはインターネット上に500以上あると言われ，
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独自に管理されていながらも相互に密接な関係がある。そのほとんどがフラットファイルで提供されていること

を含め，リンクを管理しつつアップデートする仕組みが必要で， SRSをはじめとした配列検索システムがIlおきさ

れている。また，データベースが豆大化していることから，和汗jしたりダウンロードしたりするためには，高速

なネットワークインフラが必要になる。データベースのミラーを自施設内につくるところも多いが，メインサー

バからデータを取っているところが多く，サーバ負荷やネットワーク負荷の点からも階層講j去をもったミラーネ

ットワークを構築する必要があると忠われる。これらのデータベースの標準化と相万ーの連携が今後どのようにな

るべきかを議論したい。

{綿貫IJ欝演}

タベース裂サービス VS.対話裂サ…ピスー経済理論に基づく通器科用促進戦略

仁志;(平稲EEI大学医11祭儲報通信1i)f究センター)

ブロードバンド時代を迎え，大容法化したネットワークをどのように活用するかに注 I~I が集まっている。高速

大容量の通信は，これまでより高度な'1吉報伝達のために必要不可欠のものとされ，技術開発に力が注がれた。た

とえばアナログppp接続から始まったインターネット接続は， ISDN， DSL，光ファイパーと，高速の技術が飛

躍的に実用化された。従米，利用者のニーズを後迫いする7訟で技術は進んできたが，数年来の情報通信技術の進

展は，ニーズを飛び越え，いつのまにか逆に，高速大容量のネットワークにふさわしいアプリケーションを模安

する状況に至っている。

我が医iでこれまで進められてきた円吉報iUは，ほとんどが惜報インフラの整備と同義であった。 情報インフ
ラは，アプリケーションの訪問によって実現される利便性や効率性を達成するための f手段jであるはずだが，

手段の整備が呂的化してしまっているのである。このことは我が国における公共投資の常ではあるが，鉄道や道

銘などの従来型千ンブラの繋舗に比べ，その効来の発現は大きく呉なる。すなわち，従来型インフラでは仮に非

効率な整備が行われても，長い供周期間にその非効率を吸収してしまうような立地や諸講造の変化が生じる。他

方.情報技術では，その進授があまりに急、j主であるため 1つの技術の寿命があまりに短く，仮に非効率な整舗

が行われると，全く利用されないまま陳腐fとしてしまうのである。

地域情報化を例にとると，その多くはインフラ設備であり，それによってーたとえば，行政情報の提供，諸手

続の電子化，医療・介護・福祉に関する情報提供・電子化，地域情報の提供，商業・観光情報の提供，情報交換

の活性化等が可古きになると考えられている。しかしそれらのサービスの提供が継続的に成功裏に実現されてい

る例は緩めて少ない。

それでは，ブロードバンド時代の穏婆創出はいかにあるべきであろうかっ地域情報化で実現が期待される上記

の卒業のほとんどは，情報提供型サービスであることがわかるつ何らかのデータベースあるいはコンテンツを集

積しそれを提供することによって，情報インフラを活用するのであるc

情報通信サーピスには，鵠報提供型と対話型の 2種類のサービスが存在する。電話やファクス， E-mailなどが

後者の典型であるc経済学的には，後者は地のiな・サービスにない極めてユニークな特性を持つことが知られて

いる。その特性は一般的に fネットワークの外部性jと呼ばれるが，正確には f通信における需要(消費)の外

部性jと呼ぶべきであろう。

ネットワークの外部性が存在する場合.利用者数がある関能を超えると.自律的に増加するという性質を持っ

ている。インタ…ネットや携街電話の急速な普及は，この性資によって説明することができる。さらに，対話型

のサービスには‘コンテンツを供給する必要がないという，費用上極めて優れた特性をもっている O データベー

ス型(コンテンツlli)サーピスにおいては，提供されるコンテンツに対する支払意思額と料金との比較によって

科用者が実際に利用するか否かが決まるため，価値あるコンテンツの集棋は必須で、あるc しかし，コンテンツ制

作や収集のコストは非常に高い。

このように，経済学的に優れた特f設をもっ対話型サービスを活用して，ブロードバンドに対する諮要を部出す

るにはどのような方策が考えられるか，本講演で議論したい。
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第17回呂本コンビューヲサイエンス学会春期学稿集会のご案内

地域z措報化テレ・シンポジウム

メインテーマ: ロケーション・フリー型社会の実現に向けて

サブテーマ : ネットワーク社会における都市と地域の共生

アーチャル・カンファレンスによる新しい学術集会の試み一

[学情集会の趣旨}

日本コンピュータサイエンス学会は， irjr縄県平良市および早稲田大学デジタル・ソサエティ研究所との共11Jiで，

東京，沖縄，福島をネットワークで結び，サイパースペース上でシンポジウムを開催することになりました。こ

こにご案内申し1:.げます。このテレ・シンポジウムのねらいは，地域情報化をテーマに，情報通信技術をj自立し

て，地域への貢献を目指すという学会の新しいI可能性と方向性を示すことにあります。経済活動，文化活動の多

くは，人が最も集まりやすい場所，すなわち東京に集中しています。ロケーション・オリエンテッド(立地指向)

的な諸活動に対し， ITはいかなるインパクトを与えることができるでしょうか? 単に札上の空論を交わすので

はなく，立地にこだわらないロケーションフリー型社会の実現に向けたパイオニア的事例を，学会みずからがネ

先して実践することが最大の目的です。実験ではなく実践"です!!

ij没後の高速交通手段の発達は，結局，東京への一極集中しかもたらさなかったと言われています。矯報設や'h'i
報発信力などにおいても，地方と大都市とでは，ディジタルデイパイドと呼ばれる大きなギャップを生じること

が懸念されています。しかし情報通信技術の本質的な貢献は，空間的NI!離の克服であるはずです。このテレ・

シンポジウムでは，地域の発展におけるITの活用について，理論と実践の両面から取り組みます。

午前と午後にそれぞれ府立されたシンポジウム。午前の部では， IITU寺代の地域医療とリスクマネジメントJと
題し，純粋に環境ーにとってIT，地域i支療，および医療におけるリスクマネジメントはどうあるべきか， 3つの基調

講ì~誌とパネルデイスカッションを行います。

午後にlは立， r日J悲似土域或f七，'1i討討¥i報t
に真の成功をもたらす姿|悶3をさくぐぐ、や、りますO 地域情報化という名のもとにさまざまな情報化整備が進められてきま

したが，その効果が十分感じられないという指摘がある一方で，地域の問題を情報通信手段によって解決するこ

とを指向した，目的の明確な地域情報化も地道に進められています。 2つの基調講演と， 3つの実践事例を交え，

立場を超えた議論を展開します。あまり難しいことを考えずにITの効果を体験することも，今回のシンポジウム

の日的のひとつです。そのために，広瀬光治さんによる，東京会場からirjl縄の子供たちに向けたゆぴ編みの議i司

会を企画しました。広瀬さんから指導を受けながら，わからないところは映像を通じて質問する o ITを知らなく

てもITのメリットを体験できます。

ご参加をお待ち申し上げております。

{主鎧}

{共龍}

{後援]

{協賛}

{日時i
i会場}

日本コンピュータサイエンス学会

平良r!'i，早稲田大学デジタル・ソザエティ研究所

総務省， iljl縄県， i1fl縄県教育委員会，宮古市!町村会，宮古市I!りす会教育委員会，

AFT(Act-for-Telework) 

株式会社エヌ・テイ・ティ エムイー，株式会社エヌ・ティ・テイ エムイーコンサルテイング，

テルモ株式会社， 21[佐紀地域構想、研究会，株式会社国際開発， CSI株式会社，

株式会社エムイーネット，東芝メデイカル株式会社， 日本SGI株式会社，

援療法人白川会・自JII総研，ダイヤ毛糸株式会社(JI頂不同)

2002年5月訪日(土曜日)

沖縄会場 マテイダm民艇場(沖縄県平良市)
東京会場株式会社エヌ・テイ・ティ エムイー(東京子代田区大手町)

福島会場葛毘村役場ー(福島県双葉郡葛尾村)

{実行委員会(学術集会役員)1 
委員長(会頭) 三友仁志(早稲自大学大学院国際情報通信研究科)
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副委員長(副会頭) 泰JlI恋吾(医療法人自川会理事長)

事務局長石井智雄 (CS1株式会社)

実行委員高瀬義昌(EI米医学医療交流i社団，医療法人iな団博誠会江原病i完)

実行委員資島彰彦 (CS1株式会主1:ヘルスケア事業部)

実行委員神原理l[(専修大学商学部助教授)

実行委員上地敏之(株式会社サイパネット)

実行委員青島美幸(平稲間大学大学院住i路情報通信研究科)

広報委員中村哲生(株式会社エムイーネット代表取締役)

会場支任者沖縄泰JlIJ忠告(医療法人白川会理事長)
東京 1:1:1村哲生(株式会社エムイーネット代表取締役)

{プ口グラム (敬称略)] 

{午前の奇1;]

10:00ω10:10 開会の静 会 頭:三友仁志(早稲田大学大学院長l際箭報通信研究科教授)

10:15-12:15 第 Iセッション:シンポジウムロT時代の地域医療とリスクマネジメントJ
コーデイネータ:高瀬義1~1 (EI米医学i邸主交流i材団，医療法人財団博誠会江尿病j涜)宮古

総合司会:

基潟講演:

10:15-10:45 (1)武藤正樹(国立長野稿!涜副院長) 東京

「純対に起こるヒューマンエラーJインシデント宇部を未来に生かす
10:45・11:05 (2 )詩我孝弘(束京女子i主科大学講師) 官占

「地域医療を見守る救急救命医の心得J
11:05-11:25 (3)長瀬淑子(財i刀法人ドナルド・マクドナルp-.ハウス・チャリティーズ・

r:1:1村i:tr~t: (株式会社エムイーネット代表取締役)

回域孝雄(東京大学法学filiN属病院医療社会福祉部)

東京

ジャパンデン・フジタ財崩事務局長)

「世界の子供述のために・. . J 
11:25剛12:15 パネルデイスカッション

ナピゲーター:111城孝雄(来大病院医療社会福祉部) 宮市

泰JlI忠吾(医療法人白JII会理事長) 宮古

中村哲生(抹式会社エムイーネット代表i取締役) 東京

パネリスト:武藤正樹(底i立長野病院副院長) 東京

曽我幸弘(東京女子医剥大学講蹄) 宮古

長瀬淑子(マク};'ナルドハウス 事務局長) 東京

高瀬義昌(日米医学医療交流財団，江原病院)

掬IlJl昭彦(財団法人放射線影響研究所) 東京

東京

題目:

ヒューマンエラーは何故起こる

fIT推進によってヒューマンエラーは増えるか，減るか?J 
;電子カルテ賛成・反対;

;情報公開はするべきか杏か(レセプト開示によるメリット・デメリット

fEBMは誰のため(患者，毘阪i，病院経営者，厚生労働者…?) j 
12:15-13:30 昼食休憩

{午後のさ1;]

13:30-13:45 王子良市長挨拶 。?志嶺 亮市長

13:50-14:50 第2セッション :ITならばこんなことができる!!
広瀬光治さんの「ゆび編みjを楽しむ

コ}デイネータ/総合司会:青島美幸(タレント，早稲i日大学大学院国際協報通信研究科)

講部:広滋i光治(日本編物文化協会理事)

出演:宮古島 宮琉族(みやりゅうぞく)太鼓閣の皆さま

1
 
1
 
1
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14:50-15:00 休憩

15:00-17:30 第3セッション:シンポジウム

f地域情報化の実践とその効果---ITは地域に何をもたらすか…J
コーデイネータ/総合司会:三友仁志(早稲剖大学大学院国際情報通信研究科教授)

基調講演:

15:00-15:30 rシリコンバレーはいかにして生まれたかj
wiJll徹(卒稲田大学大学院剖際情報通信研究科客員教授) 東京

15:30-16:00 r地域情報化の誤解一電子自治体で失敗しないために J 
吉IIJ奇正弘(総務省情報通信政策局情報通信政策課長) 東京

事例報告:

16:00-16:10 Iパブリックアクセスを活用した地域情報化の試みJ
永峯河(西東京青年会議所)

16:10-16:20 I福島県葛塔村における地域情報化の試みJ
松本松男(福島県葛尾村総務課)

16:20-16:30 I宮古島における地域情報化の試みj
小田和宣(宮古テレビ株式会社)

16:30田17:30 パネルデイスカッション

東京

葛尾村

宮古

ナピゲーター:三友仁志(早稲田大学大学技国際情報通信研究科教授) 宮古

石井留雄 (CSI株式会社) 東京

パネリスト:前)11徹(早稲田大学大学院国際'情報通信研究科客員教授) 東京

吉11崎正弘(総務省情報通信政策局情報通信政策課長) 東京

永峯可(商来京青年会議所) 東京

松本松男(福島県葛尾村総務課) 葛尾村

小田和賞(宮古テレど株式会社) 宮古

実積宥"t!1.(長崎大学経済学部助教授) 宮古

や!J原 政(専修大学商学部助教授) 宮古

17:30 理事長挨拶および閉会の辞 理事長拘111昭彦 o訪問法人放射線影響研究所)

[会場] 7ltl縄会場: 学術集会会場マテイダ市民劇場

宮古島平良市下里108胸12(Tel. 09807句2-9622)

懇親会上野村ドイツ文化村

東京会場: 株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー

東京千代田区大手町アーバンネット大手町ピル

[学術集会実行委員会事務局}

千169-0051 東京都新宿涯閲早稲田 1-3-10 

早稲聞大学国際情報通信研究センタ一 三友仁志研究室

Fax. 03嶋5286僻9865

E“mail: office鮒m@giti.waseda.ac.jp

[宮古島学簡集会事務局]

千906-0203 il11縄県宮古郡上野村富国746-17
ドクターゴン診療所

Fax. 09807-6-2752 

[学会事務局1(日本コンピュータサイエンス学会の入退会などの会員業務)
財団法人学会事務センタ一 日本コンピュータサイエンス学会事務局

守113-5820 東京都文京区本駒込5-16-9

Fax. 03田5814田5820
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島第15四日本コンビュータサイエンス学会役員会議事録

場所 中央区 サンマルクカフェ2Fにて(第12関学術集会会場近く)

日時 1999年12月12EI (臼11窪田)08:00 ~ 09:20 

議長:法橋詰宏

:竹!隈正陵

議事録署名人:鹿島彰彦，鈴木康生

同会報 *1

新しい幹事として村山恭平氏が推薦され承認された。第13国学術集会会頭に，村山恭平氏，第14留学術集会会頭

に八幡務官氏が推薦され承認された。鈴木康生理事より会計報告がされ、承認された。役員選挙に関して議論さ

れ，いままでのような郵送法では経費が掛かりすぎることからオンラインによる投票が提案されたo [Jlj尾安裕顧

問，高瀬義昌理事が選挙監理委員に任命された。学会誌制作費の不足が議論され、広告募集の活性化を役員全員

にお願いすること、さらに、品質を犠牲にしてもコストを抑制して学会誌作成を維持する方向で進めることが承

認された。相JJE8J丘の発足が承認された。

第16回日本コンビュータサイエンス学会役員会議事録

場所渋谷区 ドトールコーヒーi捧ヶ脊詰にて(学術集会会場近く)

日時 2000年5月1EI (日曜呂) 08:07~09:10 ， 17:40~18:00 

議長:I向山昭彦

:竹jJ要正隆

議事録署名人:法橋尚宏，石井習雄

2000ω2001 年度役員選挙がオンラインで行われ、現役員の全員の信狂が報告された。 法橋尚宏理事長より関山U[!彦

理事への理事長交代が提案され、今後前向きに検討することが申し合わされた。柳田賞について議論され、学会

ウェブ上に告知すること、さらに学会会員に限定しないで募集することが決定した。今後、実施要項や細別に関

して法橋尚宏、鹿島彰彦iIlIJ理事が詰めていくことで了解を得た。 10丹1自に開催予定の次回、第14同学術集会人

i鰭勝進会頭から、東京での事務局設置と、サイエンス学会の現有分科会の現状発表案が要請され承認された。

E第17図日本コンゼュータサイエンス学会役員会議事録

場所 渋苓註 l蹄ヶ谷テルモ株式会社会議室にて

日時 2000年10丹i日(日曜日) 08;50~09;10. 13;OO~13;25 

議長:陶山昭彦

書記:鹿島彰彦

議事録著名人:八幡勝-tQ，鈴木康生

陶w昭彦理事が理事長に選任された。法橋尚宏前理事長を名誉理事長と呼称することで承認された。鈴木康生理
より平成12年度の経過報告が提出され承認された。新しく，幹事として中村哲生氏が推薦され，承認された。

柳町賞は，今年の選考を見合わせることが承認された。今後，より多くの応、募を得るために学会として柳田賞の

広報活動を活性化することが申し合わされた。第15回日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会会頭として

中村哲生氏が，第16簡臼本コンピュータサイエンス学会学術集会会頭として鹿島彰彦氏が推薦され，承諾された。

113 
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島第18四日本コンビュータサイエンス学会役員会議事録

場所新宿思いずみや浮!奄にて

臼時 2001年5月刊住(土曜日) 18:30~20:30 

議長:陶山昭彦

:竹腰lE睦

議事録署名人:I黄島彰彦，高瀬義昌

顧問として吉田治氏が推薦され承認された。中村哲生氏がマスコミ担当常鉦理事に推薦され承認された。新しく

幹事として三友仁志氏が推薦され承認された。第17回日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会会頭として

三友仁志(早稲田大教授)の案が提案された。 18間以降は今後の検討事項とされた。

p第19田昌本コンビュータサイエンス学会役員会議事録

場所新宿区談話室滝沢にで

日時 2001年10月27日(土曜日) 17:00~20:00 

議長:陶山昭彦

書記:竹腰正隆

議事録署名人:I黄島彰彦，高瀬義昌

顧問として池田茂氏が推薦され承認された。幹事として高:高恒男，田中伸明，佐藤義孝の 3氏が推薦され承認

された。会財変更が提案された。議決権は理事のみとし，全理事の1/2以上の出席で成立することとした。それに

伴って，役員会を理事会に改称することが提案され承認された。柳郎賞について，役員会MLで活発に議論し Ilt

の中に埋もれている役に立つソフトウェアの開発者の発掘を進めることについて確認された。

日本コンビュータサイエンス学会学術集会開催記録

第1閤コンピュータサイエンス研究会

組織委員長法橋尚宏 1994年2月20日(日曜日

会場 東京都立食品技術センター(東京都千代田区)

第2閤日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第1国総会同時開催)

会頭法橋尚宏 1994年8月28日(日曜自)

会場 富士写真フィルム株式会社東京本社(東京都港亘)

第3閤日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第2閣総会開時開催)

会頭蹄I.uBB彦 1995年2月25日(土曜呂) ~26 日(日曜日)

会場科学技術館サイエンスホール(東京都千代田区)

第4由自本コンピュータサイエンス学会学術集会(第3閤総会開時開催)

会頭柳田洋一郎 1995年9月2日(土曜日) ~3 日(日曜日)

会場明治記念会館(東京都港区)

第5留日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会(第4屈総会問時間保)

会頭池田俊也 1996年3月24日(呂曜日)

会場 00立がんセンター研究所(東京都中央区)
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第6国日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第 5沼総会同時開催)

会頭; 高瀬義昌 1996年8月31日(土曜日) ~9 月 1 日(日日産自)

会場東京ピックサイト(東京都江東区)

第7間日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会

会頭鵜JII義弘 1997年3月21日(金曜日)

会場 農林水産技都会議事務局筑波事務所農林ホール(茨城県つくば市)

第8問日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第8圏総会同時間擢)

会頭水島洋 1997年10月刊日(土曜臼) ~19 日(臼曜日)

会場 国立がんセンター研究所(東京都中央夜)

第9回日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会(第7閣総会向時間龍)

会頭米津保雄 1998年4月初日(土曜日) ~27 日(日曜日)

会場茨城大学工学部(茨城県日立市)

第10回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第8回総会何時開催)

会頭伊藤雅彦 ・ 1998年9月13日(沼i曜日)

会場 パシフイコ横浜会議センター(神奈JlU果横浜市)
第11回自本コンピュータサイエンス学会春期学術集会(第9田稔会問時開催)

会鎖石井留雄 1999年4月18日(日曜日)

会場 東京都立食品技術センター(東京都千代田!x)

第12倒EI本コンピュータサイエンス学会学術集会(第10回総会同時開催)

会頭高瀬義昌 1999年12月12日(日曜日)

会場 チャンドラーボーズピル 4Fホール(東京都中央区)

第13凶日本コンピュータサイエンス学会春期学術集会(第11関総会同時開催)

会頭村山恭平 2000年5月28臼 (Bf曜日)

会場 テルモ株式会社(東京都渋谷区)

第14回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第12悶総会向時開催)

会頭八i犠勝進 2000年 10月1日(日曜白)

会場 テルモ株式会社(東京都渋谷区)

第15開封本コンピュータサイエンス学会春期j学術集会(第13回総会向時開催)

会頭中村哲生 2001年5月20羽(日曜日)

会場株式会社エヌ・テイ・テイ エムイー(東京都千代田法)

第16回住本コンピュータザイエンス学会学術集会(第14期総会同時期龍)

会頭旗島彰彦 2001年10月28臼(自曜日)

会場 テルモ株式会社(東京都渋谷置)

第17出日本コンビュータサイエンス学会春期学術集会予定

会頭三友仁志 2002年5月18日(土曜日

会場 沖縄会場 マティダ市民劇場(沖縄県王子良市)

東京会場株式会社エヌ・ティ・テイ エムイー(東京都千代田区)

福島会場葛尾村役場(福島県双葉郡葛尾村)

E本コンビュータサイエンス学会役員会の器催記議

第1出役員会

1994年8月28日(日曜呂) 09:00~09:30 

第2回日本コンピュータサイエンス学会学術集会会場内事務局にて

第2囲役員会

1995年2月25日(土i曜日) 18:30~ 19:30 

第3間百本コンビュータサイエンス学会学術集会会場内ホール控室にて
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第3毘役員会

1995年3月4日(土曜日) 14:00~20:00 

慶応義塾大学医学部中央棟5階セミナールーム 1にて

第4出役員会

1995年9月2自(土曜時) 18:00~ 19:00 

慶応義塾大学病院新棟11階中会議室にて

第5囲役員会

1995年12月日日(金曜日) 19:00~24:00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホールにて

第6臨役員会

1996年1)=J 6日 (二日曜日) 19:00~23:30 

東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホールにて

第7閤役員会

1996年4月17日(水曜日)19:00 ~ 22:00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホールにて

第8回役員会

1996年7月初日(土曜日) 18:00~22:00 

遠藤・高場総合法律事務所2階会議室にて

第9聞役員会

1996年9月1B (BI曜日)09:00 ~09:25 

東京ピックサイト会議棟6階会議場604室にて

第10国役員会

1997年3月21日(金曜EI) 12 ・OO~ 13:00 

農林水産技術会議事務局筑波事務所2階第一会議室にて

第11聞役員会

1997年10月18日(二L:臨EJ)08 ・ 30~09:25 ， 12:20~13:10 

国立がんセンター研究所2階セミナールームにで

第12剖役員会

1998年 4月26B (土曜日) 18:00~20:00 

茨城大学工学部(茨城県目立市)にて

第13回役員会

1998年 9月12日(土i曜日) 19:00~21:00 

横浜・インターコンチネンタ jレホテル…階マリンカフェ(神奈川県横浜市西区)にて

第14田役員会

1999年4月17日(土曜日) 18:00~21:30 

東京マタニティー・クリニック5階コンピュータサイエンスホールにて

第15回役員会

1999年 12月12日(日曜日) 08:00~09:20 

サンマルクカフェ2措にて(第12関学術集会会場近く)

第16聞役員会

2000年5月17日(日曜日) 08:00~09:00 ， 17:40~18:00 

ドトールコーヒー幡ケ谷自にて(第13由学術集会会場近く)

第17回役員会

2000年10月1B (日程臼) 08:50~9: 1O， 13:00~ 13:25 

テルモ株式会社会議案にて

第18国役員会

2001年5月19日(土曜日) 18 ・ 30~20:30

いずみや津庵にて(JR新宿駅東口近く)

第19回役員会

2001年10月27日(土曜日) 17:30~20:00 

談話室滝沢にて(JR新宿駅東口近く)
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2 自本コンビュータサイエンス学会会則

第 1主主 総見守

第1条 本会は， f日本コンビュータサイエンス学会jと

称、する c 英諸表記は， Japanese Association of Computer 

Science (部告私;JACS) とする。

第2条 本会の事務局を大学，病医院，研究機関内に置く。

第2重量 目的および事業

第3条 本会は，医学・看護学・ 1¥fj'学・薬学.j虫学・理

学・工学に関連する幅広い分野'において，診療や研究活動へ

コンピュータサイエンス関迷技術を活用して得られた成果に

隠して，分野の枠を越えた交流を行うことを日的とする。ま

た.本会は研究者が自らの手でコンピュータサエイエンスに

泌するグループを形成し，さまざまな活用事例を交換し，議

論をlfl:ねてその成果を公表していくことにより，自らの研究

分野とコンピュータサイエンス関連分!野双方の交流と発展を

めざしているc

第4条 本会は，第3条の臼的を達成するために次の卒業

を行う O

第5条 田内の学術集会を10[11以上開催し，そのうち 1

閣は総会をあわせる。

第6条 本会の論文誌として「コンピュータサイエンスj

をij三l[i]以上J刊行する。論文誌にI1;!Jする規定は別に定める。

第7条 必姿に!主;じて，会民間二とあるいは外部との共同研

究をf子うための組織を提くことができる。

第3章会員

第8条 本会の会員は，次のとおりとする。

1.正会員 本会の日的に焚向し会の活動に

参加する個人

2.賛助会員 本会のお的に賛同し会の活動に

参加する食業あるいは間体

3.協賛会員 本会の行う卒業を援助する倒

人および事業所

4. 本会の遂営，卒業について特に

功績のあった正会員

第9条 本会に入会を希望する者は，入会申込書に会授を

添えてEtし込むものとするc

第10条 会長が退会しようとするときは，文書をもって

本会に申し出ることとするc そのl漆，既納の会費は払い戻し

しない。

第11条 会員がこの会の名誉を傷つけ，また本会の目的

に反する行為のあったとき，理事会の議決をへて理2事長がこ

れを除名できるc

第12条 は次の場合その資格を失う。

1.退会

2.禁治産および準禁治、f!iiの宣言

3.死亡および失院宣告

4.除名

5.会費の滞納

第4章役員および総員

第13条 本会に次の役員を霞く。資格として.アクテイ

ブなコンビュータユーザーであることを条件とするc

1.理事長 l名

2.常任E塁本若干-名

3.理事 5~20名

4.主主事者千名

5.幹事若子名

第14条 理事長は空11事会において理事のやから選任し，

総会の承認を受ける。

第15条 理事会が‘名誉理事，顧問および幹事を泣くこ

とができる。

第16条 理事長は本会を代表し会務を総括する。常任

理事は理事の1=1:1から理事交が委託する。理事会は，理事(理

常任理事を含む)で構成し監事，事務局長および幹

事iま出!討し発言することができる。

第17条 役員の任期は 2年とするc ただし Z主任は妨げ

ない。

第18条 本会の事務を処理!するために絞員をおくことが

できる。 職員は型lfl事長が任免し，有給とする。事務局の代表

者を事務局長と称する。

第5撃会計

第19条 本会の経費は会員よりの会卒業収入，寄付'

金および他の収入をもってこれにあてるこ淫事;長は理事会の

議決をへて.独立の特別会計を設けることができる。

第20条 本会の会計責任者は，理事長と絞Jlll担当理事が

述fifしてあたる。
第21条 会計状況について，監守1が年 1 剖以上!~主査を行

ない，理事会および総会で報告する。

第22条 会授は年額 1口それぞれ，正会員7.500内，学生

会員5，000円，賞、助会員30，000円とする。協賛会員の会費に

ついては，そのつど辺事長が定める。名誉会長の会授は徴収

しない。

第23条 本会の会計年度は. 1月l日に始まりは月 31B 
に終わる。

第6掌会議

第24条 理事長は学術集会開催時に定例理事会を召集す

るO また， 線事長が必要と認めた場合，または役員の1/3以

上が35泣とした場合は.I議fI寺理事会を開催するc 臨時理事会に

ついては，通信ネットワークj二のオンライン会議室での開催

も可能とする。

第25条 理事会は理事の1/2以上の出席により成立する。
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理事会は総会において議決すべき事項，および本会の業務に

濁して理事長が必要と認めた事項について審議する。課事会

の議長は理事長とする。

第26条 総会は最低年l間以上開催し，次の事項は総会

の議決によらなければならない。

1.理事長の承認

2.会員1の変更
3.事業報告および収支決算に関する事項

4.事業計磁および収支予算に関する事項

5.その他，理事長が必要と認めた事項

る。ただし，理事および監事に立候補するものは，その職務

のために電子メールアドレスを持つことにする。

第32条 選考会に関する絡郎は別に定める。

第8章その他

第33条 本会の運営に隠する細別は，加に定める規定に

よる。

第34条 本会期に定めのない事項，疑義の生じた条項に

ついては， そのつど理事会にはかり，対処するものとする。

第27条 次の事項は，総会において報告しなければなら 附則

ない。

1.理事長選任結果

2.役員選任結果

3.事業組織の設立および解散

4.事業組織の構成委員

5.その他，理事会において必要と認めた事項

第28条 理事会の議事は，出席した返事の過半数をもっ

て決し，可否問数のときは議長の決するところによる。

第29条 学術集会の主幹を会頭と称し，現事会が会頭を

選任する。会頭と役員は協力して，学術集会の運営を行う O

第7意理事および監事の選挙

第30条 理事および監察は選挙によって選任され，選挙

は会員による電子媒体もしくは，それに準ずる方法での投票

で行うこととする。

第31条 正会員は他の正会員 2名の推薦があれば理事お

よび庭事に立候補できる。立候補申請の様式は事務局で、定め

1. 本会の事務局を1996年4月1日より財限法人日本学会

事務センター内(〒 113 東京都文京区本駒込ふ16-9 )に

霞く。

改訂履歴

2000年10月l日

幹事若干名を追加

学生会員(会費5，000円)を追加

2001年5月20日

理事数をふ10からふ20に変更

第7章選挙の方法を改言T(郵送から電子媒体も

しくは，それに準ずる方法での投票)に変更

論文誌の発行頻度を年2冊から l冊以上に変更

20011J三10JJ 28日

役員会を理事会に変吏(議決権を有するのは政

事だけ)



理事長

名誉理事長

理事

監事

頼関

名誉顧爵

幹事
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~ 2000・2001年産自本コンピュータサイエンス学会役員一覧

陶山 Uß~ (日米共同研究機関 対鴎法人放射繰影響研究所疫学部)

法措尚宏 (神戸大学医学者1))

池田俊也 (慶謄義強大学医学部)

石井留雄

伊藤雅彦

鵜川義弘

大泉太郎

加部一彦

克玉充

鈴木康生

高瀬義昌

竹腰正睦

鹿島彰彦

墨田昌紀

水島洋

八i矯!降車

片付挙保雄

中村哲生

(CSI株式会社専務室)

(関際医療福祉大学臨床医学センター)

(宮城教育大学教育学部)

(慶膳義塾大学医学部脳神経外科)

(社会福祉法人恩賜財自母子愛育会愛育病i淀小児科.) 

(NTTドコモMM事業本部MM企画部)

(東邦大学医学部第二麻幹科学教室)

([歪療法人沼田博誠会江原病院)

(東海大学医学部分子生命科学 2) 

(CSI株式会社ヘルスケア卒業部)

(千葉i街科大学政策情報学部)

(00立がんセンター研究所がん情報研部)

(JU同法人九州ヒュ}マンメディア創造センター)

(茨城大学大学院理工学研究科)

(医療法人梨i開会大塚クリニック)

問中秀一 (遠藤・寓場総合法律事務所)

遠藤直哉 (遠藤・高場総合法律事務所)

商尾安裕 (ニッポン放送経営企画家メディア推進部)

相p田洋一郎(医療法人社団慶友会東京マタニティー・クリニック)

古訂i 治 (株式会社国際開発)

j車問 茂 (株式会社エヌ・ティ・テイエムイー)

鵜川 草寺 (株式会社アタラシ総合企画部・情報部)

村山恭平 (尚美学路!大学芸術情報学者1))

内山映子

谷口初美

三友仁志

佐藤義孝

高:高値男

悶斗1伸明

(国立がんセンター研究所がん情報研究部)

(佐賀医科大学歴学部)

(早稲田大学国際情報通信研究センター・大学院国際情報通信研究科)

(株式会社エヌ・テイ・ティエムイー)

(テルモ株式会社在宅医療TBじ)

(用賀アーバンクリニック)
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各役員の担当

常任理事 油田俊也 [留際情報担当〕

鵜川義弘 [電子出版担当〕

鈴木康生 [会計担当〕

高瀬 [対務担当]

竹/1要正隆 [学術担当]

鹿島彰彦 [総務担当]

水島 i羊 〔広報および関際情報担当]

中村哲生 [マスコミ担当〕

理事 石井智雄 [編集担当]

顧問 遠藤直哉 [コンピユ}タ著作権担当]

西尾安裕 〔広報担当]

柳田洋一郎〔学会本部およびセミナー担当]

吉田 治 [財務担当〕

日本コンピュータサイエンス学会繕集委員

縞集委員長 石井哲雄 (浬事)

企茜委員 間111IlHi茅 (理事)

大泉太郎 (理事)

繍集委員 鵜川義弘 (理事)

鈴木康生 (理事)

鹿島彰彦 (理事)

小島 j青嗣 (オリンパス販売株式会社)

沼原利彦 (香川法科大学)
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退議事犠}

新規入会登録には，この用紙に必要事項を記入し，財団法人日本学会事務センター宛に郵送またはファクスで

お送りください。本年年会費 (2002 年4 月 1 日 ~2003 年 3 月 31 日/学会刊行物含む)は，一般7 ，500 河，学生

5.000円です。入会金は無料です。

現住所，勤務先，電子メールアドレスなどの変更/訂正，退会手続きには，下記の登録用紙を使って，財団法

人百本学会事務センター宛に郵送またはファクスでお送りください。学生会員の方は，在学証明書を提出してく

ださい。年度末退会は 10月末日までにご連絡ください。

変麗驚縁，[盟本語ンビュータサイエンス学会入金登録，

<連絡先>

東京都文京笹本駒込5-16θ 財団法人日本学会事務センターT 113-8622 

Fax 03-5814-5825 Tel03但5814-5810

一一一一一一一一一一一一一一一一き£一線1) ト1) キ一一挺一一一一一一一一一一

p畠本コンピュータサイエンス学会登録用紙
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E 月年20 記入年丹日

民同丹年19 生年月島
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先
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襲警本学会誌 fコンビュータサイエンス」では 会員の方からの投稿論文を広く募集して

おります。サイエンス領域でのコンピユータの手技，ソフトウェアの開発等，学際的

な分野の診療や研究をとおして得られた成果に関する寄稿を歓迎します。

襲撃詳縮については本誌掲載の投稿規定をご参照ください。なお ご不明な点につきまし

ては学会事務局にお問い合わせください。

原稿送付先:

〒113幽 0033

東京都文京区本郷乞25-2 桝水ピjレ4F

株式会社アトムス JJCS編集制作室

Fax 03幽 3813-6432

日-mail jjcs@atms.co.jp 
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5コンゼュータサイエンス (Japanese、Journalof Computer Science，震脅してJJCS)j投稿規定

1.*誌の目的

本誌は，日本コンピュータサイエンス学会の学会誌および

論文誌として刊行する。本誌は，医学・歯学・薬学:・

学・理学・工学・ j兵学に関連する幅広い分野で診療や研究活

動に，コンピュータサイエンスを活服して得られた成来を分

野の枠を超えて交流させることを日約とする。

2.本誌が歓迎する論文
本誌は，とくに研究部へのコンピュータサ千エンス的手技

活用の実践的具体的な論文を歓迎する。また，幅広い分野で

利用が首Hì~なデ…タベースやソフトウェアの開発に関する論

文も歓迎する。本学会は，分野の異なる研究者が参加する横

~の学会であることを念頭に，罰的・対象・内容表現の記述

にあたっては.手技・分野を越えた明i荻さをおI，9.Aいしたい。

3.投稿資務

原則として，幸子者は学会員であることを必要とする。ただ

し編集委員会が認めた場合にはこの限りではない。

4.投稿規定

原稿は右1文または英文とし別記する執筆要項で指定され

たスタイルに従う。他誌(外国雑誌も含む)に発表済み，投

稿仁11のものはお断りする。

5.校iE

受現原稿の事校1Eは，原則として初校のみとするo

i 審議の祭援は送分の間以下のようにする。

投稿料:原別無料(似し，海タトヵ、らの投稿の場合は事務手

数料として5，000円)。

別IIIt:モノクロの場合は30吉liを筆顕著者に無料で;主主す

る。 30音[iを越える希望がある場合には，次に定める料金表の

ように著者負担となる。この場合，初校時に必ず必要部数を

Ej3し出ることc

[rコンビュータサイエンスj執筆要環1

1.論文の種類・内容について

(1)掲載論文には，論文，レピュ…， R巴port，綬報，記事

などの加があります。詳織は，別に記II乏しますc
(2 )論文の長さは，論文の場合は，仕上がり 10~以内，短

報の場合は，仕上がり 4頁以内をめやすにしています。

文字数で換算すると論文の場合は， 10，000文字以内

(図表は 1点につき 200字として換算してください人

( 3 )英文・和文いずれの投稿においても，英文・和文両方

の題名・著者・所属・キーワード・姿約が必妥です。

(4 )本文の執筆は以下の順序でお誉きくださいc

a. running head (全角20字以内)， lJUAjlU請求先。

b和文題名，和文著者名，和文所属，和文キーワード，

手口文芸さ約 (600'f:以内)

c.英文題名，英文著者名，英文所総，英文キーワード，

英文要約 (300語以内)

d.本文，謝辞，文献，図説

( 5 )見出し記号は編集段階で統一しますが，大見出しから

ンビュータサイエンスj別刷価格表

iページ数 50き[i 100部 200部 300部
1~6 27‘000 36‘000 44，000 52‘000 

モノクロ 7~12 30‘000 40.000 50，000 60，000 

13~18 33.000 44，000 56，000 68.000 

1~6 M11001000MIll仰

カラー 7~12 95.000 1 104.000 1 114‘000 1124，000 

98boo;lossoo;12O，ooo i32900 日 ~18

別ÁjllJ30 部は 1!1~料送呈 iれし上げますc それ以上の有料別ÁjllJ

のお申し込みは， 50部， 100部以降は 100部燃位でお!緩いい

たします。

ペ…ジ数は掲載論文の級上数ですc

餓協は税込みです。

そのほか:カラー正IHilUを希望する場合には， mU!IJとして著
者に実費負担をおi綴しミするc

7.著作権

著作物に対する絞写・複製の機手1](ま13*コンピュータサイ

エンス学会に所属する(本誌に掲載の著作物及びそれに基づ

くWebページなどの 2次者:作物を含む)。論文内容は，学会

のWWW(World Wid己Web)ペ…ジにでも公表する。現在，

学会のWWWページの URLは， http://引 Nw.jacs.orglであるc

ただし，著者はfJfH，きしたデータベ…スやソフトウェアおよび

ハードウヱアなどに対する権利，論文内容を将来の研究のた

めに利用する権利等は保有するc また，氏名造改ミ権，公表権，

i訟l~tt:保持将Eがある。掲載記事件i容の責任は著者が負うもの

とする。

8. 1変読
投稿原稿の採否は編集委員会が決定する。訂正を姿読され

た原稿は指定WJfHl内に改定しなくてはならないc

般に， 1.. 2. ……， (1)， (2)……‘ a.， b ……と

します。

(6 )引用文献は本文での引用111立に番号をふり.本文1ftでは

iJl汗j箇所lこ [ 11のように記入してください。

(7)各文献は次の形式にしたがってください。

a.表者は 3人まではすべて記し 4人目からはそのほ

かとしてください。

b.雑誌のとき [番号]著者，論文題名，雑誌名，巻，

開始頁叩終了頁，発行年西暦.

c.単行本のとき {番号}著者'1芸名，発行所名，発

行場所，発行iF.

d.lntern巴t上の資源をヲi沼文献とする場合は， URL 

(Uniform Resource Locator)で表現し，表作権者と

アクセスした日時を記載してください。

日本コンピュ…タサイエンス学会

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jacsρJCS/N6/n 1/index.html 

， 2001年3月3113アクセス
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原稿は，原則として電子ファイルの形でお送りいただきま

す。本誌は， MacintoshによるDTPにより完投版を行っている

関係上，以下の形式でお送りください。

2.原稿の形式について

原稿は，原則として電子ファイルの形でお送りいただきま

す [Macintosh，DOS系 (Windows95/98，Windows NTを含

む)， UNIXJo 

本誌はMacintoshによるDTPにより組!援を行っている関係

上，以下の形式でお送りください。

惨ファイルの保存方法・ファイjレ名

(1)本文，各閣，各表，図説は，それぞれ独立したファイ

ルで保存してくださいc

(2 )本文は， MS-Wordまたは標準テキスト形式， DOSテキ

スト形式 (Windowsの場合)で保存してください。

(3 )本文のファイル名は，筆頭著者のローマ字表記_ori投

函日(yy-mm_dd)としてください。

例:Suyama_Akihiko_OriOl_03_31 

(Windowsの場合は必ず末尾に拡張子を入れてくださ

い。 l.docJI.txりなど)

(4) I蕩表はBMP，TIFF， PICT形式で保存し，プリントア

ウトしたもの，または， PDFファイルをi添付してくだ

さい。

( 5 )表は l枚ずつ保存してください。ファイル名は，

著者一表番の形式にしてください。

例:Suyama_Akihiko_ Tb 1 

(Windowsの場合は必ず末尾に拡張二子を入れてください。

l.xIりなど)

(6 )函は l枚ずつ保存してください。 I'i<lのファイル名は，

主主-顕著者1m番の形式にしてくださいc

例:Suyama_Akihiko_Fg3 

(Windowsの場合は必ず末尾に拡張子を入れてくださ

い。 l.bmpJなど)

(7)廼i前ダンプは， 256色グレ一階調，圧縮・縮小せずに保

存してください。

※写真はスライドあるいは紙焼写真をお送りください。

写真の裏面に，題名・筆頭著者・図の番号・天地を

記入してください。

@データ内容について

(1)本文・図・表の中の文学には， JISコード体系以外の外

字を使用しないでください(例:丸中数字などの修飾

数字 2バイトローマ数字など)。

(2 )カタカナは，全角を使用してください。

( 3 )数字や欧文の巣語は，半fijに統一してください。

(4 )原刻として，本文の和文フォントは刻H明朝体，欧文フ

ォントはTim巴s，記号はSymbolをf史用してください。

また，本文図表を含めアプリケーション独自の特殊フ

ォントの使用はやめてください。

(5) rカタカナ表記で ComputerはコンピュータですJのよ
うにgx文土防長前後には半角スペースを挿入せずに， rカ
タカナ表記で、Computerはコンピュータですjのように

ベタ打ちとしてください。

( 6 )数式はMathTyp巴 (Macintosh)で、総}援を行っています

が， MathTypeで作成された数式の場合は，なるべく

EPS形式で書き出したファイルをお送りください。そ

れ以外の場合には，活字でプリントアウトしたもの，

または，フォントを:!.ID.め込みしたPDFファイルをお送

りください。なお， Texには対応、できません。

@データに添付していただくもの

(1)文字化け等の確認のため，テキスト，図，表をプリン

トアウトして，書体(イタリック体)，図表の挿入i立置

等を指定したものを必ず添付してくださいc または，

PDFファイルを向封してください。

3.送付方法

郵送またはらmailでお願い致します。

(1 )郵送

ご郵送の場合、必ず簡易議留にて下記の送付先にお送りく

ださい。発送の際の寺町立を防ぐために，メディアを適当な昭

和tなどで挟むか，専用のメールパックをお使いください。派

別として，お送りいただいた原稿・媒体・写真は返却いたし

ませんので，予めご自身でパックアップコピーをお願いいた

します。

<郵送物について>

1. フロッピーディスクあるいは3.5インチMOディスク

(I28~640MB) ， CD-R， DVD-RAMのいずれかを使用

してください。ディスクには，ラベルを貼1)，論文表題，

著者名をお者:きください。

2. 必姿があれば写真:スライドあるいは紙焼。

3. I原稿打ち出し.イタリックなどの文字属性を米子干さ指定

した原稿打ち出しを必ず同封してください。

図表のjIji入位i置やサイズに指定がある場合
には併せて記入ください。

4. 図表打ち出し:図表の番号をf)j:せてご記入ください。

5. カバーレター:題名，著者，同封されているディスク・

写真・打ち出しの数，ディスク内のすべてのファイル名，

本文や表を作成したアプリケーション，システムのパー

ジョン等について記入したカバーレターを同封してくだ

さい。

(2) E-mail 

lつのフォルダに関連ファイルをすべてまとめて圧縮し

添付ファイルとして jjcs@atms.co.jp宛にご送付ください。

題名は IJJCS投稿論文(ご氏名)Jとしてください。

E-mailでお送りいただいたあとに，原稿を打ち出したもの

をファクスでお送りください。または，原稿打ち出しの代わ

りにPDFファイルをメールに添付してください。

送付先:

TI1テ0033

東京都文京区本郷2-25-2 桝:水ピル4F

株式会主1:アトムス JJCS編集総作家

Fax 03-3813同6432

巳mailjjcs@atms.co.j 
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? 所在地 γel. Fax. 

CSI株式会社 164心011 東京都中野IR中央5・4・22 03・5340・4020 03幽5340剛4041

Bio-Net 

(@niftyバイオフォーラム FBIO) 
http://www.nifty.ne.jp/forum/fbio/ 

2001年産学術集会協饗企業・団体…覧
Gi.卜王f絞り

マγ 所設地 Tel. 

株式会社ヱヌ・ティ・ティ
100剛8132

東京都千代田IR大手町会会2
03幽5200圃4560(ftl 
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100・0004
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03-5220柵6530開
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367嶋0044
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埼玉カミマル株式会社 332“0003 埼玉黒111口市東領家5-2-1 0482・23-5578

株式会社サイバーファーム 1 08-0014 
東京都港区芝ふ13ぺ0

03刷5440幽2061 03幽5440幽 2060
プラザ芝ビ}[，，3F
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591幽8021 大阪府堺市新金時町5-7暢616 072輔255ぺ238 072酬253剛9479

研究所

株式会社サン 1)ツ 276剛0022 千葉県八千代市上高野1353-25 047欄487聞 2631 047-487輔2860

CSI株式会社 164酬0011 東京都中野区中央5-4・22 03・5340・4020 03・5340-4041

株式会社昭和メディカル

サイエンス
194-0004 東京都町出市鶴陪541番地2 042・795橿8172

テルモ株式会社 151-0072 東京都渋谷箆i播ヶ谷会44・1 03幽3374・8026 03・3374同8209

株式会社東芝 105傭8001
東京都港区芝浦1-1-1

03圃3457・4511
(東芝ビ‘ルディング)

東芝メデイカル株式会社 113欄8456 東京都文京藍本刻印-26珊5 03帽3818嗣2061
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企業・団体名 γ 所密地 Tel. F猷，

21世紀地域構想研究会 104・0061
東京都中央箆銀盛8・15

03・5148・2977 03・5148-2966
銀座ダイアハイツ511

日本SGI株式会社 150・6031
東京都渋谷区恵比寿4・20・3

03・5488園1811
恵比寿ガーデンプレイスタワー

株式会社ニューメディア 104心061
東京都中央区室長座2・12-5

03-3542-5231 03・3545・5843
銀鹿NFピJレ

株式会社ネクサス 130嗣0023 東京都墨田E東向島ふ10ぺ6 03剛5819網 5656 03剛5819・5600

ピセ株式会社 105暢0012
東京都港豆芝大門1-3輔9

芝大内第 1ピル2F
03-5403剛8468 03ω5403輔8469

株式会社ヤマタネ 135-8501 東京都江東窓越中島1-2-21 03櫨3820・1111(出 03糊3820ぺ118

横河電機株式会社 180・8750 東京都武蔵野市中町2・9・32 0422・52・5648

和光純薬工業株式会社 103・0023 東京都中央症日本橋本町4-5・13 03・3270・8123 03・3270暢8582
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(Saullders) Goldman， L. & Bennett， l，c. ( Ed， ) 

CD・RO蹴 (Wino+・Mαc) 本体価格 V33，昏むむ

内科学テキストの定本 fCecilTextbook of Medicine， 21 st Ed.JのCD-ROM版。

ト，醤衰をすべて現援している。この第21版では，進展著しい鎮域の多

くが改訂され，最新知見が十分嬬羅されている。本文中には fNoteJが用意ざれてい

るので，必要な箇所に自分のメ とができて使幸せである。さらに fCecil

Review of General Internal Medicine，アthξd.Jから 1200間以上の設簡を収載，そ

の解答とセシjレに記述されている芸者さとですぐに参照できる。

(Saul1ders) Behrmαn， R.E.， Kliegman， R.M. & ArvIn， A.M 

CD長O蹴 (Win+Mac) 本体錨格￥2昏，250

小児科学の最も著明な定本 fNelsonTextbook of Pediatrics， 16th Ed. JのCD羽OM

版。書籍iこ会まれるすべてのテキスト，罰表を収載している。この第16版でIel:，

病理学，病態生理学，臨床発現，鑑日IJ診舗 9 予防医学，治震に関する最新の'1蕎報を鑓鰭

している。小究科領域の内科的 外科的診簡と治療に投立つ。さう!こ内分泌学領域およ

び遺缶子領域では特に震点在遣いて詳述している。電子版なので迅速な換紫や自分邑身

の fNoteJを設定できて便利である。

(Sαundelゴ Braunwald.E. 

CD-RO陥 (Win+Mac) 本体鑓格￥3岳，000

心臓病学の領域で最新の知見と技術を提供することで最も権威あるテキスト fHeart

Disease : A Textbook of Cardiovascular Medicine， 5th EditionJのCD-ROM版。

2，200ページ近いすべてのテキストとカラーヰ翼48枚を会む1，070もの図表を全語

的に網様している。この第5販では， 22名の新しい執筆者を加え， ，[，¥騒血管の分子生

物学，細抱生物学，遺{云学に関して深く追及している。さらに女性と心疾患，インター

ペンションなどの最新の知克も謹供している。

轟株式会社戸トムヌ 襲警URL:http://www.atms.co.jp/襲撃Mai/:support@atms.co.jp 

ATJ列S 〒113心033東京都文京笹本郷2-25…2桝水ピjレ4F γEL.03-3813-6431 FAX.03-3813戸 6432

記総した衡品;ま本体1Iffif各です。 illJi主;肖焚税が必喜さです。{凶絡は為長トレートの変動， s;¥fI出iの己主7tHこより変受される場合がありますc
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縞集後記

遅れに運れながらも，なんとか学会誌Vol.7 No.l (通巻10号)を発行できる運びとなり，脱力感のJ:j:t，ほう然と

しております。実は，編集説記の文案は，かなり以前に脱稿しておりました。それは， n孟暑の ~I:t，冷や汗ばかり流

しつつ，秋先になってのやっと発行です。先号は，“薄氷を履みながら"の発刊でありましたが，今号は…jという

きH'tしでした。今号は前号にも増して人的・資金的に苦しいうえに，編集室の変更という大問題が発生し，学会

誌作成に閲する実務作業が半年以上まったく進展しなかったのでした。

いやいや，愚梅はこぽしますまい。学会活動という使命のでで，この不況下，オフセット印刷による学会誌発行

を維持していくことの困難さにくじけそうになりながらも，本日の日を迎えたことに，ただただ安堵するばかりで

す。これがあるのも，新しい編集室をお引き受けいただいたアトムスさんの絶大なるご支援の賜です。主として編

集の実務を担当された秋月さんと藤田社長には，役員一向，決して足を向けて寝ることができないと思います。こ

こに改めてお礼申しヒげます。

さて，ご迷惑をおかげした会員のみなさまには，お詫びの言葉も見い出せないですが，今後，定期的な発行に向

けた事rrたな編集体ilJlJを整え，面白いと思っていただけるような学会誌を，みなさまに確実にお届けできるよう努力

し続けて行く所存です。また，そのためには会員のみなさま，お一人お一人のご理解とご協力が必要です。なにと

ぞ， よろしくお原互い[¥3しヒげますくm(一)m>

コンビュータサイエンス編集委員

編集委員長

副編集委員長

企画委員

編集委員
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Voxelト.翻圃圃圃.圃圃圃.圃圃闇-1圃圃.圃.
{ボクセJルレマン 3Dナピゲゲ.一タ一} 建量V
(Springer) Hohne， K.H. et al. 

---2タイトル共通の特長一

女3D解剖圏と放射線酉像がオールインワン

女付属の3D専用メガネで立体{象をリアルに体験

貴回転、カットがマウス操作で思いのまま
「一一一

↑画像とともにきBf立名・器室名が表示される
(図t;J:rBrain & Skullj) 女研究や教育に大きな効果を得5れる

?→放射線画像と3D解剖図を対比して

見ることができる(図は flnnerOrgansJ) ↑体言受から深部機i議まで段階的iこ見ることが、できる
(阪は rBrain& SkullJ) 

CD-ROM (Win) 
2枚総￥12，990

CD-ROM (Win) 
3枚組￥12，990

Brain and Skull [脳と頭蓋] (日・英・独・仏・羅語版)

脳と頭蓋について.30解剖・額面解剖.I¥!lRIなどを毘事なカラーアトうスを駆領して提

示している。また，画像はマウス操作で自乾や力ットを患いのまま!こ仔なうことができ，部

位や構i告血管の分布等を笥単に見ることができる。 f部位名Jr機能Jr血液の供給jの各
項目のリストをクリックすると 向時に表示されている図中!こ，選択した部位等がカラー

で表示される。さうに，図中の部位や器官をクリックすれば日本語の名称が表示され，神

経解剖学も習得できるため，研究や教育に大きな効果を鐸ることができる。日・英-独・

仏・うテン語の5ヵ国語版。

Inner Organs [内臓， 腕・腹部の骨格](英・独・誰語版)

内臓，胸-捜部の骨格および骨盤について，晃事な3D解剖図，断酉解剖園，放射線画像，

断膳像を提供している。 3D解剖留では胸郭，腹部および骨格系，心臓血器系，神経系か

ら成っており，新題解剖図では冠状断と失状断が用意されている。放射線画像では酷犠と

解説図を対比して見ることができ，回転およびカットもできる。隣罵図では解剖図とCT

画像などを対比して表示でき，スライス雷もマウス操作により変えることができる。名称

をクリックすると画鎮の該当部位に鳴がついたり，引き出し罫が表示されたり，あるいは

図中の部イ立や器官をクリックすると，その名称が表京(英・独・ラテン語)される。

-・E医者ヨ剖.!!I :I.h'Jl空白百~.J・f，:lIIII f.:.'I\'J恒董鳳1I同量民宅配置町田町軍司寓:illßi.tJ.・ ..1・~Z.~J:'ti幸三週・・圃

轟株式会社戸トムス . URL:http://www.atms.co.jp/嵐Mail:su仰 ort動的lS.CO.jp
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医療特化型英国・日英統合調訳ソフト

医学論文の翻訳，各種申請書類の作成を支援します。

医療・医学専用高機能翻訳ソフトMED・Transerのパーソナル版が発売されました!

s E百聞!ii'7明曹司1:1理事官閉fiiH15.. • 
直感的で使いやすい「対訳工テ、ィタ」

1 )医薬用基本語辞書 を播蔵
国際的な医薬規制用語集のMedDRA用語を配慮して作成された英日約

28万語，日英約30万語の医薬局基本語辞書を標準搭載。

「ノヴァ対訳エディタ」は，直感的で使いやすく充実

した編集機能を持っています。

クリックひとつでl文翻訳、複数の文を翻訳する
のも文番号をドラックするだけです

2)医療・医学専門語辞書 5分野を岡相(英日用)
・医学 1 (内科，産婦人科，小児) 約4.5万語

・医学2 (外科) 約2万語
・医学3 (精神，放射線など) 約1.2万語
・医学4 (眼， 耳易咽喉，歯) 約1万語
・医学5 (看護，衛生)約1万語

3)ホームページを翻訳できる
ブラウザ翻訳機能インターネットの情報をワンタッチで，レイアウト

そのままに翻訳。
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動作環境
(Macintosh) Mac 087.6以降、 089、08X (クラシック環境で動作)/PowerPC 
搭載機種、 PowerMacシリーズ (G3、G4含む)、 PowerBookシリーズ、 iMac、
iBookシリーズ/使用メモリ15MB以上/HD空害容量70MB以上/対応ブラウザ:

InternetExplorer 4.0/5.0日本語版・ NetscapeCommunicator4.0/4.7日本語版)
(Windows) Windows XP/Me/2000/98/N4.0 (日本館版)、Windows95 08R2以
降/使用メモリ 32MB以上/HD空き容量90MB以上/対応ブラウザ :
InternetExplorer 4.0~6.0日本語版・ NetscapeNavigator4.04""4.75日本語版)
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訳語をポップアップメニューから選択でき、
ワンアクションで次のステッブへ進めます

MED-Tra踊Se『医学以外の専門語辞書を搭載したプロの調訳家仕様版

-コンビュータ，電気・電子，化学，ビジネス，法律等，全19分野の英日・日英周専門語辞書を同梱。

・データベースに原文・訳文の対訳の例文を蓄積し，それを検索しながら翻訳を行う対訳データベース機能。

Macintosh版あるいは

Windows版 (1本の価格)

(Mac版 ・Win版別売)

本体価格 228，000円

ダフルI ~ ッ ク

Macintosh版+Windows版

(2本の価格)

本体価格 398，000円

-開発元・販売元

練式会社ノヴァ・アジア
干169・0051 東京都新宿区西早稲田2・20・9ウィン西早稲田ビルアF

TEL. 03-5287司7588 FAX.03-5287-7589 
• URL:http://www.nova.co.jp/ 

.販売A練式会社戸間
干113-0033東京都文京区本郷2-25-2桝水ビル4F

TEL.03-3813-6431 FAX.03-3813-6432 

AT.制s・URL:http:.グ.www.atms.co.jp・Mail:support@atms.co.jp 


